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消防法施行令の一部を改正する政令等の公布について

消防法の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（平成２０年政令第３００号）

が平成２０年９月２４日に公布され、消防法の一部を改正する法律（平成１９年法律第

９３号。以下「改正法」という。）の施行期日が平成２１年６月１日と定められました。

また、消防法施行令の一部を改正する政令（平成２０年政令第３０１号。以下「改正令

」という。）及び消防法施行規則の一部を改正する省令（平成２０年総務省令第１０５

号。以下「改正規則」という。）が平成２０年９月２４日に公布され、改正法に併せて

施行されることとなりました。

今回の改正は、東海地震、東南海・南海地震、首都直下地震の切迫性にかんがみ、大

規模事業所における自衛消防組織の設置、防災管理者の選任等を内容とする消防法の一

部改正に伴い、自衛消防組織を設置する防火対象物の範囲を定めるほか、防災管理者の

資格の細目等所要の規定の整備を行ったものです。

貴職におかれましては、下記事項に留意の上、その運用に十分配慮されるとともに、

各都道府県知事にあっては、貴都道府県内の市町村に対しても、この旨周知されるよう

お願いします。

記

第一 改正法の施行期日

改正法の施行期日を平成２１年６月１日と定めたこと。（消防法の一部を改正す

る法律の施行期日を定める政令関係）

第二 自衛消防組織に関する事項

１ 自衛消防組織を置かなければならない防火対象物の要件

自衛消防組織を置かなければならない防火対象物は、消防法（昭和２３年法律第

１８６号。以下「法」という。）第８条第１項の防火対象物のうち、次に掲げるも



のとしたこと。

(1) 別表第一（１）項から（４）項まで、（５）項イ、（６）項から（１２）項ま

で、（１３）項イ、（１５）項及び（１７）項に掲げる防火対象物（以下「自衛

消防組織設置対象防火対象物」という。）で、次のアからウのいずれかに該当す

るもの（改正令による改正後の消防法施行令（以下「令」という。）第４条の２

の４第１号関係）

ア 地階を除く階数が１１以上の防火対象物で、延べ面積が１万平方メートル以

上のもの

イ 地階を除く階数が５以上１０以下の防火対象物で、延べ面積が２万平方メー

トル以上のもの

ウ 地階を除く階数が４以下の防火対象物で、延べ面積が５万平方メートル以上

のもの

(2) 別表第一（１６）項に掲げる防火対象物（自衛消防組織設置防火対象物の用途

に供される部分が存するものに限る。）で、次のアからウのいずれかに該当する

もの（令第４条の２の４第２号関係）

ア 自衛消防組織設置防火対象物の用途に供される部分の全部又は一部が１１階

以上の階に存する防火対象物で、当該部分の床面積の合計が１万平方メートル

以上のもの

イ 自衛消防組織設置防火対象物の用途に供される部分の全部が１０階以下の階

に存し、かつ、当該部分の全部又は一部が５階以上１０階以下の階に存する防

火対象物で、当該部分の床面積の合計が２万平方メートル以上のもの

ウ 自衛消防組織設置防火対象物の用途に供される部分の全部が４階以下に存す

る防火対象物で、当該部分の床面積の合計が５万平方メートル以上のもの

(3) 別表第一(１６の２）項に掲げる防火対象物で、延べ面積が１，０００平方メー

トル以上であるもの（令第４条の２の４第３号関係）

２ 自衛消防組織を置かなければならない者に関する事項

(1) 自衛消防組織を置かなければならない者は、自衛消防組織設置防火対象物の用

途に供される部分の管理について権原を有する者としたこと。（令第４条の２の

５第１項関係）

(2) 当該管理について権原を有する者が複数あるときは、共同して自衛消防組織を

置くものとしたこと。（令第４条の２の５第２項関係）

３ 消防計画における自衛消防組織の業務の定めに関する事項

(1) ２(1)の権原を有する者は、防火管理者に、防火管理に係る消防計画において、

自衛消防組織の業務に関する事項を定めさせなければならないものとしたこと。

（令第４条の２の６関係）

(2) 防火管理者は、防火管理に係る消防計画に自衛消防組織の業務についておおむ

ね次のアからウに掲げる事項を定めなければならないものとしたこと。（改正規



則による改正後の消防法施行規則（以下「規則」という。）第４条の２の１０第

１項関係）

ア 自衛消防組織が行う業務に係る活動要領に関すること。

イ 自衛消防組織の要員に対する教育及び訓練に関すること。

ウ その他自衛消防組織の業務に関し必要な事項

(3) 防火対象物の管理について権原を有する者が共同して自衛消防組織を置く場合

にあっては、おおむね次のアからエに掲げる事項を防火管理にかかる消防計画に

定めなければならないものとしたこと。（規則第４条の２の１０第２項関係）

ア 自衛消防組織に関する協議会の設置及び運営に関すること。

イ 自衛消防組織の統括管理者の選任に関すること。

ウ 自衛消防組織が業務を行う防火対象物の範囲に関すること。

エ その他自衛消防組織の運営に関し必要な事項

(4) 自衛消防組織にその業務を分掌する内部組織を編成する場合は、当該内部組織

の業務の内容及び活動の範囲を明確に区分し、必要な要員を配置するとともに、

当該内部組織を統括する者を置くものとしたこと。（規則第４条の２の１０第３

項関係）

(5) 統括管理者の直近下位の内部組織で、５(1)の業務を分掌するものを統括する者

に対する教育については、消防庁長官の定めるところによるものとしたこと。

（規則第４条の２の１０第４項関係）

４ 自衛消防組織の業務に関する事項

自衛消防組織は、３(1)の定めに従い、火災の初期の段階における消火活動、消防

機関への通報、在館者が避難する際の誘導その他の火災の被害の軽減のために必要

な業務を行うものとしたこと。（令第４条の２の７関係）

５ 自衛消防組織の要員の基準

(1) 自衛消防組織には、統括管理者及び次のアからエに掲げる業務ごとにそれぞれ

おおむね２人以上の自衛消防要員を置かなければならないものとしたこと。（令

第４条の２の８第１項及び規則第４条の２の１１関係）

ア 火災の初期段階における初期消火活動に関する業務

イ 情報の収集及び伝達並びに消防用設備の監視等に関する業務

ウ 在館者が避難する際の誘導に関する業務

エ 救出及び救護に関する業務

(2) 統括管理者は自衛消防組織を統括し、都道府県知事、消防本部及び消防署を置

く市町村の消防長若しくは法人であって総務大臣の登録を受けたものが行う自衛

消防組織の業務に関する講習の課程を修了した者又はその他統括管理者として必

要な学識経験を有すると認められる者をもって充てなければならないものとした

こと。（令第４条の２の８第２項及び第３項関係）

(3) 統括管理者として必要な学識経験を有すると認められる者は、市町村の消防職



員で１年以上管理的又は監督的な職にあった者及び市町村の消防団員で３年以上

管理的又は監督的な職にあった者のほか、それらの者に準ずるものとして消防庁

長官が定める者としたこと。（規則第４条の２の１３関係）

(4) 自衛消防組織に関する講習に係る登録講習機関に関する事項

ア 令第４条の２の８第３項第１号の規定による総務大臣の登録は、講習を行お

うとする法人の申請により行うものとしたこと。（規則第４条の２の１２第１

項関係）

イ アの申請については、現行の防火管理に関する講習を実施する登録講習機関

の申請に関する規定（規則第１条の４第２項から第７項まで）を準用するもの

としたこと。（規則第４条の２の１２第２項関係）

ウ 総務大臣の登録を受けた法人については、現行の防火管理に関する講習を実

施する登録講習機関としての登録を受けた法人に関する規定（規則第１条の４

第８項から第２２項まで）を準用するものとしたこと。（規則第４条の２の１

２第２項関係）

(5) 自衛消防組織の業務に関する講習

ア 講習は、初めて受ける者に対するもの（自衛消防業務新規講習）及び消防庁

長官が定めるところにより行うもの（自衛消防業務再講習）としたこと。（規

則第４条の２の１４第１項関係）

イ 自衛消防業務新規講習は、おおむね１２時間で行うものとしたこと。（規則

第４条の２の１４第２項関係）

ウ 自衛消防業務再講習は、おおむね６時間で行うものとしたこと。（規則第４

条の２の１４第３項関係）

エ 自衛消防業務新規講習及び自衛消防業務再講習の課程を修了した者に規則別

記様式第１号の２の２の３の２による修了証を交付するものとしたこと。（規

則第４条の２の１４第４項関係）

オ 講習の実施に関し必要な事項の細目は消防庁長官が定めるものとしたこと。

（規則第４条の２の１４第５項関係）

６ 自衛消防組織の届出に関する事項

法第８条の２の５第２項の規定による自衛消防組織の設置の届出に係る届出事項

は、管理権原者、統括管理者の氏名及び住所並びに防火対象物の所在地、名称、用

途、延べ面積等としたこと。（規則第４条の２の１５関係）

第三 防災管理に関する事項

１ 防災管理を要する災害

(1) 防災管理を要する災害は、地震及び毒性物質の発散その他の総務省令で定める

原因により生ずる特殊な災害としたこと。（令第４５条関係）

(2) (1)の毒性物質の発散その他の総務省令で定める原因は、「毒性物質（化学兵器

の禁止及び特定物質の規制等に関する法律（平成７年法律第６５号）第２条第１



項に規定する毒性物質をいう。）若しくはこれと同等の毒性を有する物質の発散、

生物剤（細菌兵器（生物兵器）及び毒素兵器の開発、生産及び貯蔵の禁止並びに

廃棄に関する条約等の実施に関する法律（昭和５７年法律第６１号）第２条第１

項に規定する生物剤をいう。）若しくは毒素（同条第２項に規定する毒素をい

う。）の発散、放射性物質若しくは放射線の異常な水準の放出又はこれらの発散

若しくは放出のおそれがある事故」としたこと。（規則第５１条の３関係）

２ 防災管理を要する建築物その他の工作物

防災管理を要する建築物その他の工作物は、第二の１に掲げる防火対象物とした

こと。（令第４６条関係）

３ 防災管理者の資格に関する事項

(1) 防災管理者の資格

防災管理者の資格を有する者は、次のアからエに掲げる者で防災管理上必要な

業務を適切に遂行することができる管理的又は監督的な地位にあるものとしたこ

と。ただし、総務省令で定める防災管理対象物にあっては、防災管理上必要な業

務を適切に遂行するために必要な権原が付与されていることその他総務省令で定

める要件を満たす者としたこと。（令第４７条第１項関係）

ア 甲種防火管理講習の課程を修了した者又は大学若しくは高等専門学校におい

て総務大臣の指定する防災に関する学科若しくは課程を修めて卒業し、かつ、

１年以上防火管理の実務経験を有する者で、都道府県知事、消防本部及び消防

署を置く市町村の消防長又は法人であって総務大臣の登録を受けたものが行う

防災管理に関する講習の課程を修了したもの

イ 大学又は高等専門学校において総務大臣の指定する防災に関する学科又は課

程を修めて卒業し、かつ、１年以上防火管理の実務経験を有する者で、さらに

１年以上防災管理の実務経験を有するもの

ウ 市町村の消防職員で、管理的又は監督的な職に１年以上あった者

エ 総務省令で定める防災管理者として必要な学識経験を有すると認められる者

(2) (1)エの防災管理者として必要な学識経験を有すると認められる者は、次のアか

らクに掲げる者としたこと。（規則第５１条の５関係）

ア 労働安全衛生法第１１条第１項に規定する安全管理者として選任された者

イ 法第１３条第１項の規定により危険物保安監督者として選任された者で甲種

危険物取扱者免状の交付を受けているもの

ウ 鉱山保安法第２２条第３項に規定する保安管理者として選任された者（保安

管理者が選任されない場合における保安統括者を含む。）

エ 国若しくは都道府県の消防の事務に従事する職員で、１年以上管理的又は監

督的な職にあった者

オ 警察官又はこれに準ずる警察職員で、３年以上管理的又は監督的な職にあっ

た者



カ 建築主事又は一級建築士の資格を有する者で、１年以上の防火管理の実務経

験及び１年以上の防災管理の実務経験を有するもの

キ 市町村の消防団員で３年以上管理的又は監督的な職にあった者

ク 上記に準ずるものとして消防庁長官が定める者

(3) 防災管理に関する講習

ア 防災管理に関する講習は、初めて受ける者に対するもの（防災管理新規講

習）及び消防庁長官が定めるところにより行うもの（防災管理再講習）とした

こと。（規則第５１条の７第１項関係）

イ 防災管理新規講習は、おおむね５時間とし、甲種防火管理新規講習と防災管

理新規講習を併せて行う場合には、おおむね１４時間で行うものとしたこと。

（規則第５１条の７第２項及び第３項関係）

ウ 防災管理再講習はおおむね３時間とし、甲種防火管理再講習と防災管理再講

習を併せて行う場合はおおむね４時間で行うものとしたこと。（規則第５１条

の７第４項及び第５項関係）

エ 防災管理新規講習又は防災管理再講習の課程を修了した者に規則別記様式第

１３号による修了証を交付するものとしたこと。（規則第５１条の７第６項関

係）

(4) 防災管理に関する講習に係る登録講習機関に関する事項

ア 令第４７条第１項第１号の規定による総務大臣の登録は、講習を行おうとす

る法人の申請により行うものとしたこと。（規則第５１条の４第１項関係）

イ アの申請については、現行の防火管理に関する講習を実施する登録講習機関

の申請に関する規定（規則第１条の４第２項から第７項まで）を準用するもの

としたこと。（規則第５１条の４第２項関係）

ウ 総務大臣の登録を受けた法人については、現行の防火管理者講習を実施する

登録講習機関としての登録を受けた法人に関する規定（規則第１条の４第８項

から第２２項まで）を準用するものとしたこと。（規則第５１条の４第２項関

係）

(5) (1)の総務省令で定める防災管理対象物は、規則第２条の２第１項に掲げる防火

対象物で、防災管理者となるべき管理的又は監督的地位にある者が遠隔地に勤務

する等の理由で防災管理上必要な業務を適切に遂行することができないと消防長

又は消防署長が認めるものとし、その場合における総務省令で定める要件を満た

す者は、防火管理上必要な業務を適切に遂行することができない場合における防

火管理者の資格に係る規定（規則第２条の２第２項）を準用するものとしたこと。

（規則第５１条の６関係）

４ 防災管理者の責務に関する事項

(1) 防災管理者は、防災管理上必要な業務を行うときは、必要に応じて管理権原者

の指示を求め、誠実にその職務を遂行しなければならないものとしたこと。（令

第４８条第１項関係）



(2) 防災管理者は、おおむね次のアからウに掲げる事項について防災管理に係る消

防計画を作成し届け出なければならないものとしたこと。（令第４８条第２項及

び規則第５１条の８第１項関係）

ア 防災管理に関する基本的な事項として次の(ｱ)から(ｸ)に掲げる事項

(ｱ) 自衛消防の組織に関すること。

(ｲ) 避難通路、避難口その他の避難施設の維持管理及びその案内に関すること。

(ｳ) 収容人員の適正化に関すること。

(ｴ) 防災管理上必要な教育に関すること。

(ｵ) 避難の訓練その他防災管理上必要な訓練の実施に関すること。

(ｶ) 関係機関との連絡に関すること。

(ｷ) 訓練の結果を踏まえた消防計画の内容の検証及び当該検証の結果に基づく

消防計画の見直しに関すること。

(ｸ) (ｱ)から(ｷ)に掲げるもののほか、防災管理に関し必要な事項

イ 地震による被害の軽減に関する事項として次の(ｱ)から(ｶ)に掲げる事項

(ｱ) 地震発生時における建築物等及び建築物等に存する者等の被害の想定及び

想定される被害に対する対策に関すること。

(ｲ) 建築物等についての地震による被害の軽減のための自主検査に関すること。

(ｳ) 地震による被害の軽減のために必要な設備及び資機材の点検並びに整備に

関すること。

(ｴ) 地震発生時における家具、じゅう器その他の建築物その他の工作物に備え

付けられた物品の落下、転倒及び移動の防止措置に関すること。

(ｵ) 地震発生時における通報連絡、救出、救護その他の応急措置に関すること。

(ｶ) (ｱ)から(ｵ)に掲げるもののほか、地震による被害の軽減に関し必要な事項

ウ 特殊な災害による被害の軽減に関する事項として次の(ｱ)及び(ｲ)に掲げる事

項

(ｱ) 特殊な災害の発生時における通報連絡及び避難誘導に関すること。

(ｲ) (ｱ)に掲げるもののほか、特殊な災害による被害の軽減に関し必要な事項

(3) (2)以外の消防計画に定める事項については、防火管理に係る消防計画に定める

事項に係る規定（規則第３条第２項から第９項まで）を準用するものとしたこと。

（第５１条の８第２項関係）

(4) 防災管理者は、(2)の消防計画を作成し、これに基づいて避難の訓練を定期的に

実施しなければならないものとしたこと。（令第４８条第２項関係）

(5) (4)の避難訓練は年１回以上実施し、実施する際には消防機関へ通報しなければ

ならないものとしたこと。（規則第５１条の８第３項及び第４項関係）

５ 防災管理者の選任又は解任の届出に関する事項

防災管理者の選任又は解任の届出については、防火管理者の選任又は解任の届出

の規定（規則第４条）を準用し、規則別記様式第１５号の届出書によって行うもの

としたこと。また、選任の届出にあっては、防災管理者の資格を証する書面を添え



て行わなければならないものとしたこと。（規則第５１条の９関係）

６ 自衛消防組織に関し防災管理に係る消防計画に定める事項

(1) 管理権原者は、防災管理者に、防火管理に係る消防計画において火災に対応す

るための自衛消防組織の業務に関する事項を、防災管理に係る消防計画に火災以

外の災害に対応するための自衛消防組織の業務に関する事項をそれぞれ定めさせ

なければならないものとしたこと。（令第４９条において準用する令第４条の２

の６関係）

(2) 防災管理者は、防災管理に係る消防計画に自衛消防組織の業務についておおむ

ね次のアからウに掲げる事項を定めなければならないものとしたこと。（規則第

５１条の１０第１項関係）

ア 自衛消防組織が行う業務に係る活動要領に関すること。

イ 自衛消防組織の要員に対する教育及び訓練に関すること。

ウ その他自衛消防組織の業務に関し必要な事項

(3) 防火対象物の管理について権原を有する者が共同して自衛消防組織を置く場合

にあっては、(2)のアからウに加えて、おおむね次のアからエに掲げる事項を防災

管理にかかる消防計画に定めなければならないものとしたこと。（規則第５１条

の１０第２項関係）

ア 自衛消防組織に関する協議会の設置及び運営に関すること。

イ 自衛消防組織の統括管理者の選任に関すること。

ウ 自衛消防組織が業務を行う防火対象物の範囲に関すること。

エ その他自衛消防組織の運営に関し必要な事項

７ 火災以外の災害時における自衛消防組織の業務等に関する事項

自衛消防組織は６(1)の定めに従い、火災の初期の段階における消火活動、消防機

関への通報、在館者が避難する際の誘導その他の火災その他の災害の被害の軽減の

ために必要な業務を行うものとしたこと。（令第４９条において準用する令第４条

の２の７関係）

８ 共同防災管理の協議すべき事項

法第３６条第１項において準用する法第８条の２第１項の共同防火管理の協議を

すべき事項については、現行の共同防火管理の協議すべき事項の規定（規則第４条

の２）を準用するものとしたこと。（規則第５１条の１１関係）

第四 防災管理対象物の点検に関する事項

１ 防災管理対象物の点検及びその報告に関する事項

(1) 防災管理対象物の点検を行った結果を防災管理維持台帳に記録し、防災管理者

の防災管理再講習の修了証の写し、各種届出書の写し等の関係書類とともに保存

するものとしたこと。（規則第５１条の１２第１項関係）



(2) 法第３６条第１項において準用する法第８条の２の２第１項の規定による点検

は１年に１回行うものとし、点検の結果についての報告書の様式は消防庁長官が

定めるものとしたこと。（規則第５１条の１２第２項関係）

２ 防災管理点検資格者の資格に関する事項

(1) 防災管理点検資格者は、次のアからカに掲げる者で、総務大臣の登録を受けた

法人の実施する講習の課程を修了したものとしたこと。（規則第５１条の１２第

３項関係）

ア 防災管理者で、３年以上の実務経験を有する者

イ 防災管理に関する講習の課程を修了した者で、防災管理上必要な業務につい

ての５年以上の実務経験を有する者

ウ 市町村の消防職員で、防災管理に関する業務について１年以上の実務経験を

有する者

エ 市町村の消防職員で、５年以上の実務経験を有する者

オ 市町村の消防団員で、８年以上の実務経験を有する者

カ 防火対象物点検資格者で、防火対象物の点検について３年以上の実務の経験

を有する者

(2) 防災管理点検に関する講習に係る登録講習機関に関する事項

ア (1)の総務大臣の登録は、講習を行おうとする法人の申請により行うものとし

たこと。（規則第５１条の１３第１項関係）

イ アの申請については、現行の防火管理に関する講習を実施する登録講習機関

の申請に関する規定（規則第１条の４第２項から第７項まで）を準用するもの

としたこと。（規則第５１条の１３第２項関係）

ウ 総務大臣の登録を受けた法人については、現行の防火管理に関する講習を実

施する登録講習機関としての登録を受けた法人に関する規定（規則第１条の４

第８項から第２２項まで）を準用するものとしたこと。（規則第５１条の１３

第２項関係）

３ 防災管理点検の点検基準に関する事項

法第３６条第１項において準用する法第８条の２の２第１項の総務省令で定める

基準は次の(1)から(5)に掲げる事項としたこと。（規則第５１条の１４関係）

(1) 防災管理に係る消防計画、防災管理者の選任（解任）の届出がなされているこ

と。

(2) 自衛消防組織の設置（廃止）の届出がなされていること。

(3) 防災管理に係る消防計画に基づき、消防庁長官が定める事項が適切に行われて

いること。

(4) 建築物その他の工作物でその管理について権原が分かれているものにあっては、

消防庁長官が定める事項が適切に行われていること。

(5) 避難上必要な施設及び防火戸について、適切に管理されていること。



４ 防災管理点検の表示に関する事項

(1) 防災管理点検の表示は、次のア及びイに掲げる要件を満たしていない場合は付

することができない。（規則第５１条の１５において準用する規則第４条の２の

７第１項関係）

ア １年に１回以上防災管理点検を行っていること。

イ 防災管理点検の基準を満たしていること。

(2) 防災管理点検の表示については、規則別表第５により行うものとし、建築物そ

の他工作物の見やすい箇所に付するものとしたこと。（規則第５１条の１５にお

いて準用する規則第４条の２の７第２項関係）

(3) (2)の表示に記載する事項は次のアからウに掲げる事項としたこと。（規則第５

１条の１５において準用する規則第４条の２の７第３項関係）

ア 点検を行った日から起算して１年後の年月日

イ 管理権原者の氏名（管理権原が分かれている建築物その他工作物にあっては、

共同防災管理協議会の代表者の氏名）

ウ 点検を行った防災管理点検資格者の氏名その他消防庁長官が定める事項

５ 防災管理点検の特例に関する事項

(1) 法第３６条第１項において準用する法第８項の２の３第１項第３号の総務省令

で定める基準は、消防長又は消防署長の検査において、３の点検基準に適合して

いるものとしたこと。（規則第５１条の１６第１項関係）

(2) 防災管理点検の特例認定の申請、結果の通知及び管理権原者の変更の届出につ

いては、防火対象物点検の特例認定の申請、結果の通知及び管理権原者の変更の

届出に関する規定（規則第４条の２の８）を準用するものとしたこと。（規則第

５１条の１６第２項関係）

６ 防災管理点検の特例認定の表示に関する事項

(1) 防災管理点検の特例認定の表示については、規則別表第６に定める様式により

行うものとし、建築物その他の工作物の見やすい箇所に付するものとしたこと。

（規則第５１条の１７関係）

(2) (1)の表示には次のアからウの事項を記載するものとしたこと。（規則第５１条

の１７関係）

ア 防災管理点検の特例認定の効力が失われる日

イ 管理権原者の氏名（管理権原が分かれている建築物その他工作物にあっては、

共同防災管理協議会の代表者の氏名）

ウ 認定を行った消防長又は消防署長の属する消防本部又は消防署の名称

７ 防火対象物点検及び防災管理点検の表示に関する事項

(1) 防火対象物が、防火対象物点検及び防災管理点検の双方の対象となっている場



合は、次のアからエに掲げる要件を満たしていない場合は、表示を付することが

できないものとしたこと。（規則第５１条の１８第１項関係）

ア １年に１回以上防火対象物点検を行っていること。

イ 防火対象物点検の基準を満たしていること。

ウ １年に１回以上防災管理点検を行っていること。

エ 防災管理点検の基準を満たしていること。

(2) 防火対象物が、防火対象物点検及び防災管理点検の双方の対象となっている場

合の表示は、規則別表第７に定める様式により行うものとし、建築物その他の工

作物の見やすい箇所に付するものとしたこと。（規則第５１条の１８第２項関

係）

(3) (2)の表示に記載する事項は次のアからウに掲げる事項としたこと。（規則第５

１条の１８第３項関係）

ア 最後に防火対象物点検を行った日から１年間が経過する日又は最後に防災管

理点検を行った日から１年間が経過する日のいずれか早い日

イ 管理権原者の氏名（管理権原が分かれている建築物その他工作物にあっては、

共同防災管理協議会の代表者及び共同防火管理協議会の代表者の氏名）

ウ 防火対象物点検資格者及び防災管理点検資格者の氏名その他消防庁長官が定

める事項

８ 防火対象物点検の特例認定及び防災管理点検の特例認定の表示に関する事項

(1) 防火対象物が、防火対象物点検及び防災管理点検の双方の対象となっている場

合の特例認定の表示については、規則別表第８に定める様式により行うものとし、

建築物その他の工作物の見やすい箇所に付するものとしたこと。（規則第５１条

の１９第１項関係）

(2) (1)の表示に関する事項は次のアからウに掲げる事項としたこと。（規則第５１

条の１９第２項関係）

ア 防火対象物点検の特例認定の効力が失われる日又は防災管理点検の特例認定

の効力が失われる日のいずれか早い日

イ 管理権原者の氏名（管理権原が分かれている建築物その他工作物にあっては、

共同防災管理協議会の代表者及び共同防火管理協議会の代表者の氏名）

ウ 認定を行った消防長又は消防署長の属する消防本部又は消防署の名称

第五 規則別表及び規則別記様式に関する事項

１ 次の(1)から(4)の規則別表を追加したこと。

(1) 別表第５（規則第５１条の１５関係）

(2) 別表第６（規則第５１条の１７関係）

(3) 別表第７（規則第５１条の１８関係）

(4) 別表第８（規則第５１条の１９関係）



２ 別記様式第１号（第２条の３関係）の備考を削除したこと。

３ 次の(1)から(7)の規則別記様式を追加したこと。

(1) 別記様式第１号２の２の３の２（規則第４条の２の１４関係）

(2) 別記様式第１号２の２の３の３（規則第４条の２の１５関係）

(3) 別記様式第１３号（規則第５１条の７関係）

(4) 別記様式第１４号（規則第５１条の８関係）

(5) 別記様式第１５号（規則第５１条の９関係）

(6) 別記様式第１６号（規則第５１条の１６関係）

(7) 別記様式第１７号（規則第５１条の１６関係）

第六 施行期日等に関する事項

１ 施行期日

改正令、改正規則は、改正法の施行の日（平成２１年６月１日）から施行するも

のとしたこと。ただし、改正規則附則第３条については、公布の日から施行するも

のとしたこと。（改正令附則第１条及び改正規則附則第１条関係）

２ 経過措置

(1) 防災管理点検における特例認定の規定並びに防災管理点検の特例認定の表示及

び防火対象物点検の特例認定の表示に係る規定は、施行日から起算して３年を経

過する日までの間は、適用しないものとしたこと。（改正令附則第２条第１項関

係）

(2) 改正法の施行の際、現に存する防災管理対象物のうち、防火対象物点検を行っ

た日その他の事項を記載した表示を付しているものについて、防火対象物点検及

び防災管理点検のいずれの点検基準にも適合しているときのみ当該表示を付する

ことができるという規定は、最初の防災管理点検の結果が判明した日又は当該点

検を行わせなければならない日が経過した日のいずれか早い日までの間は、適用

しないものとしたこと。（改正令附則第２条第２項関係）

(3) 自衛消防組織の業務に関する講習及び防災管理に関する講習について、施行日

前にその課程を修了したものであって、消防庁長官が定めるものは、それぞれ第

二５(2)及び第三３(1)アの講習とみなすものとしたこと。（改正令附則第３条関

係）

(4) 防災管理点検に関する講習について、施行日前にその課程を修了したものであ

って、消防庁長官が定めるものは、第四２(1)の講習とみなすものとしたこと。

（改正規則附則第２条関係）

(5) 施行日前においても、自衛消防組織の業務に関する講習、防災管理に関する講

習及び防災管理点検に関する講習に係る総務大臣の登録を受けようとする法人は、

申請をすることができるものとしたこと。（改正規則附則第３条第１項関係）

(6) 施行日前においても、総務大臣は(5)の申請があったときは、登録をすることが



できるものとしたこと。（改正規則附則第３条第２項関係）

(7) (6)の登録を受けた法人が、自衛消防組織の業務に関する講習、防災管理に関す

る講習及び防災管理点検に関する講習を行った場合には、それぞれ別記様式第１

号の２の２の３の２及び別記様式第１３号の例による修了証並びに防災管理対象

物の点検に関し必要な知識及び技能を習得したことを証する書類を交付すること

ができるものとしたこと。この場合において、当該修了証及び書類は、施行日に

おいて、それぞれ別記様式第１号の２の２の３の２及び別記様式第１３号の修了

証及び規則第５１条の１２第３項に規定する免状とみなすものとしたこと。（改

正規則附則第３条第３項関係）

第七 その他

今回の消防法施行令等の一部改正に係る運用については、別途通知する予定であ

ること。



政
令
第
三
百
号

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
三
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
と
す
る
。



政
令
第
三
百
一
号

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
及
び
第
三
十
六
条
第
一
項
並
び
に
同

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
並
び
に
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
九
年
法
律
第
九
十
三
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
消
防
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
五
条
─
第
五
十
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
、
短
期
大
学
」
を
削
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
消
防
計
画
」
を
「
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
三
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
を
要
す
る
防
火
対
象
物
）

第
四
条
の
二
の
四

法
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。



一

別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（
以
下
「
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
」
と
い
う
。
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以
上
の
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ロ

地
階
を
除
く
階
数
が
五
以
上
十
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ハ

地
階
を
除
く
階
数
が
四
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

二

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の

に
限
る
。
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以
上
の
防
火
対
象
物
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全
部
又
は
一
部
が
十
一
階
以
上
の
階
に
存
す
る
防

火
対
象
物
で
、
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全
部
が
十
階
以
下
の
階
に
存
し
、
か
つ
、
当
該
部

分
の
全
部
又
は
一
部
が
五
階
以
上
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
万

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の





自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全
部
が
四
階
以
下
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で

、
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ロ

地
階
を
除
く
階
数
が
五
以
上
十
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全
部
又
は
一
部
が
五
階
以
上
の
階
に
存
す
る
防
火

対
象
物
で
、
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全
部
が
四
階
以
下
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で

、
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ハ

地
階
を
除
く
階
数
が
四
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床

面
積
の
合
計
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

三

別
表
第
一


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

（
自
衛
消
防
組
織
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
）

第
四
条
の
二
の
五

法
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
の
自
衛
消
防
組
織
（
以
下
「
自
衛
消
防
組
織
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
の
防

火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛



消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
管
理
に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
が
置
く
も
の
と

す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
権
原
を
有
す
る
者
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
も
の
と
す
る
。

（
消
防
計
画
に
お
け
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
の
定
め
）

第
四
条
の
二
の
六

前
条
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
者
が
定
め
た
防
火
管
理
者
に
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
お
い
て
、
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
事
項
を
定
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
）

第
四
条
の
二
の
七

自
衛
消
防
組
織
は
、
前
条
の
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
事
項
の
定
め
に
従
い
、
火
災
の
初
期
の
段

階
に
お
け
る
消
火
活
動
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災
の
被
害
の
軽
減
の
た
め
に

必
要
な
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
の
基
準
）

第
四
条
の
二
の
八

自
衛
消
防
組
織
に
は
、
統
括
管
理
者
及
び
総
務
省
令
で
定
め
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
ご
と
に
総
務
省
令



で
定
め
る
員
数
以
上
の
自
衛
消
防
要
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

統
括
管
理
者
は
、
自
衛
消
防
組
織
を
統
括
す
る
。

３

統
括
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は
法
人
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
が
行
う
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
統
括
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

４

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
。

第
六
章
中
第
四
十
五
条
を
第
五
十
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
防
災
管
理
を
要
す
る
災
害
）

第
四
十
五
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
火
災
以
外
の
災
害
で
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
火
災
以
外
の
災
害
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
災
害
と
す
る
。

一

地
震



二

毒
性
物
質
の
発
散
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
原
因
に
よ
り
生
ず
る
特
殊
な
災
害

（
防
災
管
理
を
要
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
）

第
四
十
六
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
は
、
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
と

す
る
。

（
防
災
管
理
者
の
資
格
）

第
四
十
七
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る

者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
で
、
前
条
の
防
火
対
象
物
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
防
災
管
理
対

象
物
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位

に
あ
る
も
の
（
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
管
理
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め

に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
）
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
、
都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防

長
又
は
法
人
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
が
行
う
防
災
管
理
対
象
物

の
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の



二

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
で
、
一
年
以
上
防
災
管
理
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の

三

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
一
年
以
上
あ
つ
た
者

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
災
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

２

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
。

（
防
災
管
理
者
の
責
務
）

第
四
十
八
条

防
災
管
理
者
は
、
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
管
理

に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
求
め
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

防
災
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
避

難
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
火
災
以
外
の
災
害
時
に
お
け
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
等
）

第
四
十
九
条

自
衛
消
防
組
織
に
法
第
三
十
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
条
の
二
の
六
及
び
第
四

条
の
二
の
七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
六
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「



に
お
い
て
、
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
い
て
火
災
に
対
応
す
る
た
め
の
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
事
項
を
、
防
災
管
理

に
係
る
消
防
計
画
に
お
い
て
火
災
以
外
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
」
と
、
第
四
条
の
二
の
七
中
「
火
災
の
被
害
」
と
あ
る

の
は
「
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
被
害
」
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。

）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
四

十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
対
象
物
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う

。
）
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
及
び
新
法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規

定
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

２

改
正
法
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
対
象
物
の
う
ち
、
新
法
第
八
条
の



二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、

施
行
日
以
後
同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
最
初
の
点
検
の
結
果
が
判
明

し
た
日
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
点
検
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
日
が
経
過
し
た
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

。

の
間
は
、
適
用
し
な
い

第
三
条

施
行
日
前
に
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
講
習
で
あ
っ
て
、
新
令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
又
は
第
四
十
七
条
第

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
令
第
四
条
の
二
の

八
第
三
項
第
一
号
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
と
み
な
す
。



消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
一
号
）
新
旧
対
照
表

○

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

火
災
の
予
防
（
第
一
条
―
第
五
条
の
九
）

第
一
章

火
災
の
予
防
（
第
一
条
―
第
五
条
の
九
）

第
二
章

消
防
用
設
備
等

第
二
章

消
防
用
設
備
等

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
三
章

消
防
設
備
士
（
第
三
十
六
条
の
二
―
第
三
十
六
条
の
八
）

第
三
章

消
防
設
備
士
（
第
三
十
六
条
の
二
―
第
三
十
六
条
の
八
）

第
四
章

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
検
定
等
（
第
三
十
七
条
―
第

第
四
章

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
検
定
等
（
第
三
十
七
条
―
第

四
十
一
条
）

四
十
一
条
）

第
四
章
の
二

登
録
検
定
機
関
（
第
四
十
一
条
の
二
・
第
四
十
一
条
の
三
）

第
四
章
の
二

登
録
検
定
機
関
（
第
四
十
一
条
の
二
・
第
四
十
一
条
の
三
）

第
五
章

救
急
業
務
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
の
二
）

第
五
章

救
急
業
務
（
第
四
十
二
条
―
第
四
十
四
条
の
二
）

第
六
章

雑
則
（
第
四
十
五
条
―
第
五
十
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
四
十
五
条

）

附
則

附
則

（
防
火
管
理
者
の
資
格
）

（
防
火
管
理
者
の
資
格
）

第
三
条

法
第
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各

第
三
条

法
第
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
で
、
当

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
で
、
当

該
防
火
対
象
物
に
お
い
て
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ

該
防
火
対
象
物
に
お
い
て
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
も
の
と
す
る
。



一

第
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
で
、
次
号
に
規
定
す
る

一

第
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
で
、
次
号
に
規
定
す
る

防
火
対
象
物
以
外
の
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
甲
種
防
火
対
象
物

防
火
対
象
物
以
外
の
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
甲
種
防
火
対
象
物

」
と
い
う
。
）

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

」
と
い
う
。
）

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学

ロ

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
、

又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
総
務
大
臣
の
指
定
す
る
防
災

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
総
務
大
臣
の
指
定
す
る
防
災

に
関
す
る
学
科
又
は
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
一
年
以
上
防
火

に
関
す
る
学
科
又
は
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
一
年
以
上
防
火

管
理
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の

管
理
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
防
火
管
理
者
の
責
務
）

（
防
火
管
理
者
の
責
務
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

防
火
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
火
管
理
に
係

３

防
火
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
消
防
計
画

る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
避
難
上
必
要
な
施
設
等
の
管
理
を
要
す
る
防
火
対
象
物
）

（
避
難
上
必
要
な
施
設
等
の
管
理
を
要
す
る
防
火
対
象
物
）

第
四
条
の
二
の
三

（
略
）

第
四
条
の
二
の
三

（
略
）



（
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
を
要
す
る
防
火
対
象
物
）

第
四
条
の
二
の
四

法
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
防
火
対
象

物
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
か
ら

項
ま
で
、


項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
以
下
「
自
衛
消
防
組
織

設
置
防
火
対
象
物
」
と
い
う
。
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以
上
の
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
一

万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ロ

地
階
を
除
く
階
数
が
五
以
上
十
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積

が
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ハ

地
階
を
除
く
階
数
が
四
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
万

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

二

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対

象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以
上
の
防
火
対
象
物
で
、
次
に
掲
げ
る
も

の

自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全

部
又
は
一
部
が
十
一
階
以
上
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該

部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全



部
が
十
階
以
下
の
階
に
存
し
、
か
つ
、
当
該
部
分
の
全
部
又
は
一
部

が
五
階
以
上
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
部
分

の
床
面
積
の
合
計
が
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全

部
が
四
階
以
下
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ロ

地
階
を
除
く
階
数
が
五
以
上
十
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
次
に
掲
げ

る
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全

部
又
は
一
部
が
五
階
以
上
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
部

分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の



自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
全

部
が
四
階
以
下
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ハ

地
階
を
除
く
階
数
が
四
以
下
の
防
火
対
象
物
で
、
自
衛
消
防
組
織
設

置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
万
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

三

別
表
第
一


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
も
の

（
自
衛
消
防
組
織
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
）

第
四
条
の
二
の
五

法
第
八
条
の
二
の
五
第
一
項
の
自
衛
消
防
組
織
（
以
下
「



自
衛
消
防
組
織
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
の
防
火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管

理
に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に

あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の

管
理
に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
が
置
く
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
権
原
を
有
す
る
者
が
複
数
あ
る
と
き
は
、

共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
も
の
と
す
る
。

（
消
防
計
画
に
お
け
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
の
定
め
）

第
四
条
の
二
の
六

前
条
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
者
が
定
め
た

防
火
管
理
者
に
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
火
管
理
に
係
る

消
防
計
画
に
お
い
て
、
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
事
項
を
定
め
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
）

第
四
条
の
二
の
七

自
衛
消
防
組
織
は
、
前
条
の
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関

す
る
事
項
の
定
め
に
従
い
、
火
災
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
消
火
活
動
、
消

防
機
関
へ
の
通
報
、
在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災
の
被
害

の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
の
基
準
）

第
四
条
の
二
の
八

自
衛
消
防
組
織
に
は
、
統
括
管
理
者
及
び
総
務
省
令
で
定

め
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
ご
と
に
総
務
省
令
で
定
め
る
員
数
以
上
の
自
衛



消
防
要
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

統
括
管
理
者
は
、
自
衛
消
防
組
織
を
統
括
す
る
。

３

統
括
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
充
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又

は
法
人
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
務
大
臣
の
登
録

を
受
け
た
も
の
が
行
う
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
の
課
程
を

修
了
し
た
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
統
括
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の

４

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
省

令
で
定
め
る
。

第
四
十
四
条
の
二

（
略
）

第
四
十
四
条
の
二

（
略
）

第
六
章

雑
則

第
六
章

雑
則

（
防
災
管
理
を
要
す
る
災
害
）

第
四
十
五
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
火
災
以
外
の
災
害
で
政
令
で
定
め
る

も
の
及
び
同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一

項
の
火
災
以
外
の
災
害
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
災
害
と
す



る
。

一

地
震

二

毒
性
物
質
の
発
散
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
原
因
に
よ
り
生
ず
る

特
殊
な
災
害

（
防
災
管
理
を
要
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
）

第
四
十
六
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
は
、
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
と
す
る
。

（
防
災
管
理
者
の
資
格
）

第
四
十
七
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
掲
げ
る
者
で
、
前
条
の
防
火
対
象
物
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
「
防
災
管
理
対
象
物
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務

を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
も

の
（
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
管
理
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
防
災
管
理
上
必

要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ

と
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
）
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
、
都
道
府
県
知
事
、

消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は
法
人
で
あ
つ
て
総

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
が
行

う
防
災
管
理
対
象
物
の
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
も



の
二

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
で
、
一
年
以
上
防
災
管
理
の
実

務
経
験
を
有
す
る
も
の

三

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
一
年
以
上
あ
つ

た
者

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
防
災
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の

２

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
省

令
で
定
め
る
。

（
防
災
管
理
者
の
責
務
）

第
四
十
八
条

防
災
管
理
者
は
、
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
と
き
は
、

必
要
に
応
じ
て
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者

の
指
示
を
求
め
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

防
災
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
災
管
理
に
係

る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
避
難
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
火
災
以
外
の
災
害
時
に
お
け
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
等
）

第
四
十
九
条

自
衛
消
防
組
織
に
法
第
三
十
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
場
合
に
お
け
る
第
四
条
の
二
の
六
及
び
第
四
条
の
二
の
七
の
規
定
の
適
用



に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
六
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災

管
理
者
」
と
、
「
に
お
い
て
、
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
い
て
火
災
に
対
応
す

る
た
め
の
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
事
項
を
、
防
災
管
理
に
係
る
消

防
計
画
に
お
い
て
火
災
以
外
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
」
と
、
第
四
条
の

二
の
七
中
「
火
災
の
被
害
」
と
あ
る
の
は
「
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
被
害
」

と
す
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
準
用
）

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
準
用
）

第
五
十
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）



○
総
務
省
令
第
百
五
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条
第
五
項
（
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
八
条
の
二
第
四
項
（
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
条
の
二
の
五
第
四
項
及
び
第

十
七
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
並
び
に
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
、
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項

並
び
に
第
三
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
同
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
、
第
八
条
の
二

の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
、
第
二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
並
び
に
消
防

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ニ
、
第
四
条
第
三
項
、
第
四
条
の
二
の
六
、

第
四
条
の
二
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
三
条
、
第
四
十
五
条
第
二
号
、
第
四
十
七
条
及
び
第
四
十
八
条
第
二
項
並
び

に
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
条
の
二
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

総
務
大
臣

増
田

寛
也

消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令



消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
五
十
一
条
の
三
─
第
五
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
第
八
条
第
五
項
」
を
「
第
八
条
第
五
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に

、
「
第
八
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
四
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法

第
八
条
の
二
の
五
第
四
項
」
に
、
「
第
十
七
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
四
見
出
し
中
「
登
録
講
習
機
関
」
を
「
防
火
管
理
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
号
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
」
に
、
「
選
任
さ
れ
た
者
」
を
「
選
任
さ
れ
た
者
（
同
項
後
段
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
統
括
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
）
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
中
「
訓
練
」
の
下
に
「
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
防
火

上
」
を
「
防
火
管
理
上
」
に
改
め
る
。

第
三
条
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
消
防
計
画
」
を
「
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ト
中
「
防

火
上
」
を
「
防
火
管
理
上
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
訓
練
」
の
下
に
「
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
」
を
加
え
、
同
条
中

第
十
項
を
削
り
、
第
十
一
項
を
第
十
項
と
し
、
第
十
二
項
を
第
十
一
項
と
す
る
。



第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号

」
を
「
、
第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
、
第
五
十
一
条
の
十
八
第
三
項
第
二
号
及
び
第
五
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
二
号

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
訓
練
」
の
下
に
「
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
二
の
四
第
二
項
第
一
号
の
二
中
「
及
び
法
第
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
並
び
に
法
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
法
第

八
条
の
二
の
五
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
消
防
計
画
」
を
「
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中

「
防
火
上
」
を
「
防
火
管
理
上
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
訓
練
」
の
下
に
「
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
」
を
加
え
、
同

条
第
四
項
中
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
」
を
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
（
以
下
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
五
見
出
し
中
「
登
録
講
習
機
関
」
を
「
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
」
に
改

め
る
。

第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

令
第
四
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
中
「
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
防
火
管
理
に
係
る
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号



中
「
第
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
九
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
第
二
号
中
「
規
定
す
る
基
準
」
を
「
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
九
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
消
防
計
画
に
お
い
て
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
定
め
る
事
項
）

第
四
条
の
二
の
十

令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
管
理
者
は
、
令
第
四
条
の
二
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
自

衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

火
災
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
消
火
活
動
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災
の

被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
業
務
と
し
て
自
衛
消
防
組
織
が
行
う
業
務
に
係
る
活
動
要
領
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

２

令
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の
権



原
を
有
す
る
者
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
（
同
条
第
一
号
に

規
定
す
る
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る

者
に
限
る
。
）
が
共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
管
理
者
は
、
前
項

に
掲
げ
る
事
項
に
加
え
て
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

自
衛
消
防
組
織
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三

自
衛
消
防
組
織
が
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

３

自
衛
消
防
組
織
に
そ
の
業
務
を
分
掌
す
る
内
部
組
織
を
編
成
す
る
場
合
は
、
当
該
内
部
組
織
の
業
務
の
内
容
及
び
活
動
の

範
囲
を
明
確
に
区
分
し
、
当
該
内
部
組
織
に
そ
の
業
務
の
実
施
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
当
該
内
部
組
織
を

統
括
す
る
者
を
置
く
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
、
統
括
管
理
者
の
直
近
下
位
の



内
部
組
織
で
次
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
分
掌
す
る
も
の
を
統
括
す
る
者
に
対
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
消
防
庁
長
官
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
の
員
数
等
）

第
四
条
の
二
の
十
一

自
衛
消
防
組
織
に
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
業
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
二
人
以
上
の
要
員

を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

火
災
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
業
務

二

情
報
の
収
集
及
び
伝
達
並
び
に
消
防
用
設
備
等
そ
の
他
の
設
備
の
監
視
に
関
す
る
業
務

三

在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
に
関
す
る
業
務

四

在
館
者
の
救
出
及
び
救
護
に
関
す
る
業
務

（
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）

第
四
条
の
二
の
十
二

令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
登
録
は
、
同
号
の
講
習
を
行
お
う
と

す
る
法
人
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

第
一
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規
定



は
前
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
中
「
令
第
四
条
の
二

の
二
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
条
の
二
の
四
」
と
、
同
号
ロ
中
「
火
災
予
防
」
と
あ
る
の
は
「
火
災
予
防
に

関
す
る
業
務
に
つ
い
て
二
年
以
上
の
実
務
経
験
及
び
防
災
管
理
」
と
、
同
項
第
三
号
ロ
及
び
同
条
第
十
六
項
第
四
号
中
「
別

記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
二
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
条
の
三
に
定
め
る

講
習
に
係
る
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
二
の
十
四
に
定
め
る
講
習
に
係
る
基
準
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
統
括
管
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
）

第
四
条
の
二
の
十
三

令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
一
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ
た
者

二

市
町
村
の
消
防
団
員
で
、
三
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ
た
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
者

（
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
）

第
四
条
の
二
の
十
四

令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
は
、
初
め
て

受
け
る
者
に
対
し
て
行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
」
と
い
う
。
）
及
び
自
衛
消
防
業
務



新
規
講
習
後
に
講
習
修
了
者
に
対
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
衛

消
防
業
務
再
講
習
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２

自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の

講
習
時
間
は
お
お
む
ね
十
二
時
間
と
す
る
。

一

防
火
管
理
及
び
防
災
管
理
に
関
す
る
一
般
知
識
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
衛
消
防
組
織
並
び
に
そ
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
役
割
と
責
任
に
関
す
る
こ
と
。

三

防
災
設
備
等
に
関
す
る
知
識
と
そ
の
取
扱
い
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

四

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
災
害
時
に
お
け
る
対
応
に
係
る
総
合
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

３

自
衛
消
防
業
務
再
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講

習
時
間
は
お
お
む
ね
六
時
間
と
す
る
。

一

防
火
管
理
、
防
災
管
理
及
び
消
防
用
設
備
等
に
関
す
る
制
度
改
正
の
概
要
に
関
す
る
こ
と
。

二

災
害
事
例
の
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

三

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
災
害
時
に
お
け
る
対
応
に
係
る
総
合
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。



４

都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は
令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
法
人
は
、
自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
又
は
自
衛
消
防
業
務
再
講
習
を
行
つ
た
場
合
に
は
、

当
該
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
二
に
よ
る
修
了
証
を
交
付
す
る
も
の
と

す
る
。

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
の
細
目
は
、
消
防

庁
長
官
が
定
め
る
。

（
自
衛
消
防
組
織
設
置
の
届
出
）

第
四
条
の
二
の
十
五

法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
（
令
第
四
条
の
二
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者

）
の
氏
名
及
び
住
所

二

自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
所
在
地
、
名
称
、
用
途
、
延
べ
面
積
（
令
第
四
条
の
二
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
延
べ
面
積
及
び
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計



）
及
び
階
数
（
地
階
を
除
く
。
）

三

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
自
衛
消
防
組
織
設

置
防
火
対
象
物
の
当
該
権
原
の
範
囲

四

自
衛
消
防
組
織
の
内
部
組
織
の
編
成
及
び
自
衛
消
防
要
員
の
配
置

五

統
括
管
理
者
の
氏
名
及
び
住
所

六

自
衛
消
防
組
織
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
資
機
材

２

法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
三

に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
届
出
書
に
は
、
統
括
管
理
者
の
資
格
を
証
す
る
書
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
第
五
条
第
一
号
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
一

号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
八
号
中
「
総
合
操
作
盤
」
を
「
総
合
操
作
盤
（
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
監
視
、
操

作
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
、
「
の
防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
「
の
防
災
セ
ン



タ
ー
（
総
合
操
作
盤
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
設
備
に
よ
り
、
防
火
対
象
物
の
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
防
災
の
た
め
の
設
備
を
管
理
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
る
。

第
七
章
中
第
五
十
二
条
の
前
に
次
の
十
七
条
を
加
え
る
。

（
総
務
省
令
で
定
め
る
原
因
）

第
五
十
一
条
の
三

令
第
四
十
五
条
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
原
因
は
、
毒
性
物
質
（
化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質

の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
性
物
質
を
い
う
。
）
若
し
く
は

こ
れ
と
同
等
の
毒
性
を
有
す
る
物
質
の
発
散
、
生
物
剤
（
細
菌
兵
器
（
生
物
兵
器
）
及
び
毒
素
兵
器
の
開
発
、
生
産
及
び
貯

蔵
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
生
物
剤
を
い
う
。
）
若
し
く
は
毒
素
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
毒
素
を
い
う
。
）
の
発
散
、
放
射
性
物
質
若
し

く
は
放
射
線
の
異
常
な
水
準
の
放
出
又
は
こ
れ
ら
の
発
散
若
し
く
は
放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
と
す
る
。

（
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）

第
五
十
一
条
の
四

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
登
録
は
、
講
習
を
行
お
う
と
す
る
法
人
の
申

請
に
よ
り
行
う
。



２

第
一
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規

定
は
前
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
中
「
令
第
四
条
の

二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の

他
の
工
作
物
の
防
災
管
理
者
」
と
、
同
号
ロ
中
「
火
災
予
防
」
と
あ
る
の
は
「
火
災
予
防
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
二
年
以

上
の
実
務
経
験
及
び
防
災
管
理
」
と
、
同
項
第
三
号
ロ
及
び
同
条
第
十
六
項
第
四
号
中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は

「
別
記
様
式
第
十
三
号
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
七
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
防
災
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
）

第
五
十
一
条
の
五

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
防
災
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

労
働
安
全
衛
生
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
安
全
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者

二

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
危
険
物
保
安
監
督
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
で
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
る
も
の



三

鉱
山
保
安
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
（
同
項
後
段
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
統
括
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
）

四

国
若
し
く
は
都
道
府
県
の
消
防
の
事
務
に
従
事
す
る
職
員
で
、
一
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ
た
者

五

警
察
官
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
警
察
職
員
で
、
三
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ
た
者

六

建
築
主
事
又
は
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
者
で
、
一
年
以
上
の
防
火
管
理
の
実
務
経
験
及
び
一
年
以
上
の
防
災
管

理
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の

七

市
町
村
の
消
防
団
員
で
、
三
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ
た
者

八

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
者

（
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
防
災
管
理
者
の
資
格
）

第
五
十
一
条
の
六

令
第
四
十
七
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
管
理
対
象
物
は
、
第
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
で
、
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
者
の
い
ず
れ
も
が
遠
隔
の
地
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
事

由
に
よ
り
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
認
め
る
も
の
と
す

る
。



２

第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
第
四
十
七
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第
二
項
中
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は

「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
）

第
五
十
一
条
の
七

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
は
、
初
め
て
受
け
る
者
に
対
し
て

行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
防
災
管
理
新
規
講
習
」
と
い
う
。
）
及
び
防
災
管
理
新
規
講
習
後
に
防
災
管
理
者
に

対
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
一
条
の
十
二
に
お
い
て
「
防
災
管
理

再
講
習
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２

防
災
管
理
新
規
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習

時
間
は
お
お
む
ね
五
時
間
と
す
る
。

一

防
災
管
理
の
重
要
性
に
関
す
る
こ
と
。

二

防
災
管
理
上
必
要
な
構
造
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

三

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。



四

防
災
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

五

消
防
計
画
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

六

防
災
管
理
者
の
責
務
に
関
す
る
こ
と
。

七

共
同
防
災
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

３

第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
及
び
防
災
管
理
新
規
講
習
を
併
せ
て
実
施
す
る
場
合
に
お
け

る
講
習
時
間
は
、
同
条
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
お
む
ね
十
四
時
間
と
す
る
。

４

防
災
管
理
再
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時

間
は
お
お
む
ね
三
時
間
と
す
る
。

一

防
災
管
理
上
留
意
す
べ
き
こ
と
。

二

お
お
む
ね
過
去
五
年
間
に
お
け
る
防
災
管
理
に
関
す
る
法
令
の
改
正
の
概
要
に
関
す
る
こ
と
。

三

災
害
事
例
等
の
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

５

第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
及
び
防
災
管
理
再
講
習
を
併
せ
て
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
講

習
時
間
は
、
同
条
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
お
む
ね
四
時
間
と
す
る
。



６

都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は
令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
法
人
は
、
防
災
管
理
新
規
講
習
又
は
防
災
管
理
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
、
別

記
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
修
了
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
の
細
目
は
、
消
防
庁
長
官
が
定

め
る
。

（
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

第
五
十
一
条
の
八

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
置
、
構
造
及

び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の
使
用
状
況
等
に
応
じ
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作

物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受
け
て
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
十
四
号
の

届
出
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変

更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

防
災
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

自
衛
消
防
の
組
織
に
関
す
る
こ
と
。



ロ

避
難
通
路
、
避
難
口
そ
の
他
の
避
難
施
設
の
維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

防
災
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

防
災
管
理
に
つ
い
て
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

ト

ホ
に
掲
げ
る
訓
練
の
結
果
を
踏
ま
え
た
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
の
内
容
の
検
証
及
び
当
該
検
証
の
結
果
に
基
づ

く
当
該
消
防
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と
。

チ

イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
防
災
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

二

令
第
四
十
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
災
害
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
地
震
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
す

る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
及
び
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
存
す
る
者
等
の
被
害
の
想
定
並

び
に
当
該
想
定
さ
れ
る
被
害
に
対
す
る
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
自
主
検
査
に
関
す
る
こ
と
。



ハ

地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
設
備
及
び
資
機
材
の
点
検
並
び
に
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
家
具
、
じ
ゅ
う
器
そ
の
他
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
備
え
付
け
ら
れ
た
物
品
の
落
下
、

転
倒
及
び
移
動
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
通
報
連
絡
、
避
難
誘
導
、
救
出
、
救
護
そ
の
他
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
応
急

措
置
に
関
す
る
こ
と
。

へ

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
し
必

要
な
事
項

三

令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
発
生
時
に
お
け
る
通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
に
よ
る
被

害
の
軽
減
に
関
し
必
要
な
事
項

２

第
三
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
の
作
成
又
は
変
更
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
三
条
第
二
項
中
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
「
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。
第
二



十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
及
び
第
二
十
九
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。

」
と
、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
業
務
（
法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
消
防
用
設

備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
に
つ
い
て
の
点
検
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
」
と

、
同
条
第
三
項
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
に
係
る

」
と
、
同
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
六
条
」
と
、

「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
避
難
訓
練
を
年
一
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
三
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
防
災
管
理
者
が
前
項
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

（
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
九

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防
災

管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
の

二
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
記
様
式
第
十
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
消
防
計
画
に
お
い
て
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
定
め
る
事
項
）



第
五
十
一
条
の
十

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
令
第
四
条
の
二
の
六
の
規
定
に

よ
り
、
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

関
係
機
関
へ
の
通
報
、
在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災
以
外
の
災
害
の
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な

業
務
と
し
て
自
衛
消
防
組
織
が
行
う
業
務
に
係
る
活
動
要
領
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

２

令
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の
権

原
を
有
す
る
者
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ

る
部
分
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
が
共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
火
対
象

物
に
係
る
防
災
管
理
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
加
え
て
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
災
管
理

に
係
る
消
防
計
画
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

自
衛
消
防
組
織
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。



二

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三

自
衛
消
防
組
織
が
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

（
共
同
防
災
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

第
五
十
一
条
の
十
一

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務

省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
共
同
防

火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管

理
者
」
と
、
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
消
火
、
通
報
、
避
難
の
訓
練
」
と
あ

る
の
は
「
避
難
の
訓
練
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
口
」
と
、
同
項

第
六
号
中
「
火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
」
と
、
「
消
火
活
動
、
通
報
連

絡
」
と
あ
る
の
は
「
通
報
連
絡
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
火
災
の
際
の
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
共
同
防
火
管
理
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
」
と
、
同
条
第
二
項

、
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第



七
項
中
「
第
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
及
び
報
告
）

第
五
十
一
条
の
十
二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
同
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
災
管
理
維
持
台
帳
（
次
に
掲
げ
る

も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
五
十
一
条
の
七
第
六
項
の
防
災
管
理
再
講
習
の
修
了
証
の
写
し

二

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

三

次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
報
告
書
の
写
し

四

第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
の
申
請
書
の
写
し

五

第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
八
第
五
項
又
は
第
六
項
の
通
知

六

防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
状
況
を
記
載
し
た
書
類

イ

避
難
施
設
の
維
持
管
理
の
状
況



ロ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
の
状
況

ハ

防
災
管
理
上
必
要
な
教
育
の
状
況

ニ

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
の
状
況

ホ

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
自
主
検
査
の
状
況

ヘ

地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
設
備
及
び
資
機
材
の
点
検
並
び
に
整
備
の
状
況

ト

地
震
発
生
時
に
お
け
る
家
具
、
じ
ゅ
う
器
そ
の
他
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
備
え
付
け
ら
れ
た
物
品
の
落
下
、

転
倒
及
び
移
動
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
実
施
の
状
況

チ

大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
教
育
及
び
広
報
の
状
況
（
強
化
地
域
に
所
在
す
る
令
第
四
十
六
条
に
規
定

す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三

号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
施
設
（
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者

が
管
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
管
理
上
必
要
な
書
類

２

第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第



一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
点
検
資
格

者
（
以
下
「
防
災
管
理
点
検
資
格
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
防
災
管
理
対
象
物
の

点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
講
習
で
あ
つ
て
、
法
人
で
総
務
大
臣
が
登
録
す
る
も
の
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
の
行
う
も
の
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す

る
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
第
六
号
に
お
い
て
「

免
状
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

一

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
者
で
、
三
年
以
上

そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

二

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
、
防
災
管
理
上
必
要

な
業
務
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
防
災
管
理
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

四

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
五
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）



五

市
町
村
の
消
防
団
員
で
、
八
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

六

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
で
、
防
火
対
象
物
の
点
検
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

七

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
消
防
庁
長
官
が
認
め
る
者

４

防
災
管
理
点
検
資
格
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
資
格
を
失
う
も
の
と
す
る
。

一

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
つ
た
と
き
。

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

こ

三

法
に
違
反
し
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

四

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
防
災
管
理
上
必
要
な
事
項
等
の
点
検
を
適
正
に
行
つ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

五

資
格
、
実
務
の
経
験
等
を
偽
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

六

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
期
間
ご
と
に
登
録
講
習
機
関
の
講
習
を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す
る
免
状
の
交

付
を
受
け
な
か
つ
た
と
き
。

（
防
災
管
理
点
検
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）

第
五
十
一
条
の
十
三

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
登
録
は
、
同
項
の
講
習
を
行
お
う
と
す
る
法
人
の
申
請
に
よ



り
行
う
。

２

第
一
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規
定

は
前
項
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
中
「
令
第
四
条
の
二

の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他

の
工
作
物
の
防
災
管
理
者
」
と
、
同
号
ロ
中
「
火
災
予
防
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
」
と
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
別
記
様

式
第
一
号
に
よ
る
修
了
証
の
交
付
の
方
法
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
（
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
免
状
を
い
う
。

第
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
及
び
回
収
の
方
法
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
条
の
三
に
定
め
る
講
習
に
係
る
基

準
」
と
あ
る
の
は
「
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
講
習
に
係
る
基
準
」
と
、
同
条
第
十
二
項
第
八
号
中
「
そ
の
他
講
習
の
業
務
の

実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
点
検
資
格
者
が
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
必
要
な
措
置

を
行
う
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
講
習
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
」
と
、
同
条
第
十
六
項
中
「
講
習
を

行
つ
た
日
か
ら
こ
れ
を
六
年
間
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
を
交
付
し
た
日
か
ら
こ
れ
を
六
年
間
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
別
記

様
式
第
一
号
に
よ
る
修
了
証
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
修
了
証
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。



（
防
災
管
理
点
検
の
点
検
基
準
）

第
五
十
一
条
の
十
四

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
の
届
出
及
び
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二

令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火

対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
で
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

法
第
八
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
避
難
上
必
要
な
施
設
及
び
防
火
戸
に
つ
い
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
五

第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八



条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七
第
三
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七

第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条

の
二
の
四
第
一
項
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
十
四
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「

別
表
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
五
」
と
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防

災
管
理
協
議
会
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
点
検
資
格
者
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
の
特
例
）

第
五
十
一
条
の
十
六

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め

る
基
準
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長

の
検
査
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２

第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
申
請
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第



八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
八
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
法
第
三

十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
八
第
七

項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様

式
第
十
六
号
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
七
号
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
七

第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三

第
七
項
の
表
示
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の

二
の
三
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
中
「

別
表
第
一
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
六
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共

同
防
災
管
理
協
議
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
火
対
象
物
点
検
及
び
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）



第
五
十
一
条
の
十
八

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
法
第
八
条
の
二

の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
で
あ
る
も
の
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
従
つ
て
点
検
を
行
つ
て
い
る
こ
と
。

二

第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
従
つ
て
点
検
を
行
つ
て
い
る
こ

と
。

三

第
四
条
の
二
の
六
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

四

第
五
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

２

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
表
示
は
、
別
表
第
七
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
見

や
す
い
箇
所
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
を
行
つ
た
日
又
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
を
行
つ
た
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
後
の
年
月
日

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理
に



つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
共
同
防
火
管

理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）

三

点
検
を
行
つ
た
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
及
び
防
災
管
理
点
検
資
格
者
の
氏
名
そ
の
他
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
認
定
及
び
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
九

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
表
示
は
、
別
表
第
八
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の

他
の
工
作
物
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
八
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
（
括
弧
書
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
効
力
が
失
わ
れ
る
日
又
は
法
第
三

十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
（
括
弧
書
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
認
定
の

効
力
が
失
わ
れ
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理
に

つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
共
同
防
火
管

理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）



三

認
定
を
行
つ
た
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
属
す
る
消
防
本
部
又
は
消
防
署
の
名
称

別
表
第
四
の
次
に
次
の
四
表
を
加
え
る
。



 

別表第五第五十一条の十五） 

 

  

別 表 第 五 （ 第 五 十 一 条 の 十 五 関 係 ） 

1
5
0

2
0

3
0

1
9

2
7

1
5
0

1
4
3

2
44

2
0
5

1
6

6
4

① ① ① ①④ ② ③

備 考
一 様 式 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 Ａ ４ と す る 。

二 数 字 の 単 位 は 、 ミ リ メ ー ト ル と す る 。

三 色 彩 は 、 地 を 白 色 、 そ の 他 の も の に あ つ て は 次 の 表 の と お り と す る 。

④
③

②
①

う す い 赤 み の 黄

あ ざ や か な 黄 赤

明 る い 緑

あ ざ や か な 緑

系 統 色 名
日 本 工 業 規 格 Ｚ 八 一 〇 二

略 号

vv-G

lt-G

vv-YR

pl-rY

色 票 基 準 値

5.0G5.5/10.0

10.0YR8.5/5.5

5.0YR6.0/14.0

5.0G7.5/7.5



 

別表第六（第五十一条の十七） 

 

  

別 表 第 六 （ 第 五 十 一 条 の 十 七 関 係 ） 

管
理

権
原

者
の

氏
名

認
定

を
受

け
た

日

認
定

が
失

効
す

る
日

認
定

を
し

た
者

： ：
年

月
日

：
年

月
日

：
消

防
本

部
（
消

防
署

）

2
1

2
5

1
5
0

3
0

2
1
0

3
8

1
1
2

1
0

6
7
 

7
 

6
0

2
1
9

1
0
4

3
0

6 6
7
 7
 

2
1
0

①

①

①① ①

1
3
0

3

①

1
7

1
7

備 考
一 様 式 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 Ａ ４ と す る 。

二 数 字 の 単 位 は 、 ミ リ メ ー ト ル と す る 。

三 色 彩 は 、 地 を 紺 色 、 そ の 他 の も の に あ つ て は 次 の 表 の と お り と す る 。

① あ ざ や か な 黄

系 統 色 名
日 本 工 業 規 格 Ｚ 八 一 〇 二

vv-Y

略 号

5.0Y8.0/14.0

色 票 基 準 値



 

別表第七（第五十一条の十八） 

 

  

別 表 第 七 （ 第 五 十 一 条 の 十 八 関 係 ） 

1
5
0

2
0

3
0

1
9

2
7

15
0

1
4
3

2
44

2
0
5

1
6

6
4

① ①

備 考
一 様 式 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 Ａ ４ と す る 。

二 数 字 の 単 位 は 、 ミ リ メ ー ト ル と す る 。

三 色 彩 は 、 地 を 白 色 、 そ の 他 の も の に あ つ て は 次 の 表 の と お り と す る 。

④
③

②
①

う す い 赤 み の 黄

あ ざ や か な 黄 赤

明 る い 緑

あ ざ や か な 緑

系 統 色 名
日 本 工 業 規 格 Ｚ 八 一 〇 二

略 号

vv-G

lt-G

vv-YR

pl-rY

色 票 基 準 値

5.0G5.5/10.0

10.0YR8.5/5.5

5.0YR6.0/14.0

5.0G7.5/7.5

②① ① ④ ③ ①



 

別表第八（第五十一条の十九） 

 

 

別 表 第 八 （ 第 五 十 一 条 の 十 九 関 係 ） 

防
災

優
良

認
定

を
受

け
た

日

い
ず

れ
か
の

認
定

が
失

効
す
る
日

認
定

を
し

た
者

：
年

月
日

：
年

月
日

：
消

防
本

部
（
消

防
署

）

2
12
5

1
5
0

3
0

2
1
0

3
8

1
1
2

1
0

6
7
 

7
 

7
0

2
3
1

1
0
4

3
0

6 6
7
 

7
 

2
1
0

①

①

1
2
0

3

1
7

7

7
 

防
火

優
良

認
定

を
受

け
た

日

管
理

権
原

者
の

氏
名

6
：

年
月

日

①

備 考
一 様 式 の 大 き さ は 、 日 本 工 業 規 格 Ａ ４ と す る 。

二 数 字 の 単 位 は 、 ミ リ メ ー ト ル と す る 。

三 色 彩 は 、 地 を 紺 色 、 そ の 他 の も の に あ つ て は 次 の 表 の と お り と す る 。

① あ ざ や か な 黄

系 統 色 名
日 本 工 業 規 格 Ｚ 八 一 〇 二

vv-Y

略 号

5.0Y8.0/14.0

色 票 基 準 値

①

：
① ① ①



別
記
様
式
第
一
号
の
備
考
を
削
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。



 
 

別記様式第１号の２の２の３の２（第４条の２の 14 関係） 
     

 
第     号 

 
 

修       了       証 
 
 
 

氏  名 
生年月日 

 
 
 
 
 

あなたは消防法施行令第４条の２の８第３項第１号の規定による自衛消防

 
業務   講習の課程を修了されました。  

 
よつてこれを証します。  

 
       年  月  日 
 
 
 
 
 
 

市 町 村 消 防 長 印 
（都 道 府 県 知 事 印） 
（登 録 講 習 機 関 印） 

 
 

 
 
 



 

別記様式第１号の２の２の３の３（第４条の２の 15 関係） 

自衛消防組織設置（変更）届出書 

年  月  日

 消防長（消防署長）（市町村長）  殿 
管理権原者 
住 所                

氏 名              ○印  

 下記のとおり自衛消防組織を設置（変更）したので届け出ます。 

防火対象物の所在地  

防火対象物の名称 
変更の場合は、変更後の名称  

防火対象物の用途 
変更の場合は、主要な変更事項  

防火対象物の延べ面積及び階数 
変更の場合は、主要な変更事項  

管理について権原が分かれている

場合の当該権原の範囲  

自衛消防組織の内部組織の編成  

自衛消防要員の配置  

統括管理者の氏名及び住所 
氏 名  
住 所  

自衛消防組織に備え付けられて

いる資機材  

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 
  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
   ２ ※印の欄は、記入しないこと。 

 

 

 

（法人の場合は、名称及び代表者氏名） 



別
記
様
式
第
十
二
号
の
次
に
次
の
五
様
式
を
加
え
る
。



 

別記様式第 13 号（第 51 条の７関係） 
     

 
第     号 

 
 

修      了      証 
 
 
 

氏  名 
生年月日 

 
 
 
 
 

あなたは消防法施行令第 47 条第１項第１号の規定による防災管理   講

 
習の課程を修了されました。  

 
よつてこれを証します。  

 
       年  月  日 
 
 
 
 
 
 

市 町 村 消 防 長 印 
（都 道 府 県 知 事 印） 
（登 録 講 習 機 関 印） 

 

 

 

 

 

 



 
 

別記様式第 14 号（第 51 条の８関係） 

消防計画作成（変更）届出書 

年  月  日

 消防長（消防署長）（市町村長）殿 
 

防災管理者               

住 所                 
氏 名             ○印  

管理権原者               

住 所                 
氏 名              ○印  

  
別添のとおり消防計画を作成（変更）したので届け出ます。 

 

防災管理対象物の所在地 
 

防災管理対象物の名称 

変 更 の 場 合 は 、 
変 更 後 の 名 称 

 

防災管理対象物の用途 
そ の 他 必 要 な 事 項 

変 更 の 場 合 は 、 
主 要 な 変 更 事 項 

 

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
   ２ ※印の欄は、記入しないこと。 

（法人の場合は、名称及び代表者氏名） 



 

別記様式第 15 号（第 51 条の９関係） 

  防災管理者選任（解任）届出書 

年  月  日  

 消防長（消防署長）（市町村長）殿 
届出者 

住 所                  
氏 名                ○印  

下記のとおり防災管理者を選任（解任）したので届け出ます。 

防

災

管

理

対

象

物 

所 在 地  

名 称 電話（  ）         

用 途  令別表第１（ ）項 収容人員  

管理権原 単一権原・複数権原 

区 分 名 称     用 途 収容人員 

※消防法施行令第２条

を適用するもの 
   
   

防

災

管

理

者 

選

任 

氏 名 ・ 生 年 月 日 年  月  日生

住 所  

選 任 年 月 日 年  月  日 

職 務 上 の 地 位  

資

格 
講 習 講習機関  種別 防災管理（新規講習･再講習）修了年月日 年  月  日

その他 
令第 47 条第１項第  号（            ） 

規則第 51 条の５第  号（            ） 

解

任 
氏 名 ・ 生 年 月 日 年  月  日生

住 所  

解 任 年 月 日 年  月  日 

解 任 理 由  

そ の 他 必 要 事 項  

※※ 受 付 欄 ※※  経 過 欄 
  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
２ ※印の欄は、消防法施行令第２条を適用するものにあつては同一敷地内にある

同令第１条の２の防火対象物ごとに記入すること。 
３ 消防法施行令第４７条括弧書を適用するものにあつてはその他必要な事項の

欄に管理的又は監督的な地位にある者のいずれもが防災管理上必要な業務を適

切に遂行することができない理由を記入すること。 
４ ※※印の欄は、記入しないこと。 

（法人の場合は、名称及び代表者氏名） 



 

別記様式第 16 号（第 51 条の 16 関係） 

防災管理点検報告特例認定申請書 

年  月  日 

消防長（消防署長）（市町村長）殿       

申請者 

住所                

氏名               ㊞

電話番号              

 下記のとおり、消防法第 36条第１項において準用する同法第８条の２の３第１項の規定

による認定を受けたいので、同条第２項の規定に基づき申請します。 

記 

防 災 管 理 対 象 物 

所 在 地
 

名 称
 

用 途
 

令別表第一 （ ）項 

収 容 人 員
 

管理権原 単一権原・複数権原 

消防法施行令

第２条を適用

す る も の

名 称 用  途 

  

  

申請者が防災管理対象物 

の管理を開始した年月日 
年    月    日

前回の特例認定年月日 年    月    日

その他必要な事項 

 

※  受  付  欄 ※  経  過  欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

２ ※印の欄は、記入しないこと。 

（法人の場合は、名称及び代表者氏名）



 

別記様式第 17 号（第 51 条の 16 関係） 

管理権原者変更届出書 

年  月  日 

消防長（消防署長）（市町村長）殿 

届出者 

住所                

氏名              ㊞ 

 下記のとおり、防火対象物の管理権原者を変更したので、消防法第 36 条第１項において

準用する同法第８条の２の３第５項の規定に基づき届け出ます。 

   記 

防 災 管 理 対 象 物

所 在 地  

名 称  

用 途  令別表第一（   ）項 

変更前の管理権原者

住 所  

氏 名  

電 話 番 号  

変更後の管理権原者

住 所  

氏 名  

電 話 番 号  

防 災 管 理 対 象 物 の 

特例認定を受けた年月日 
年   月   日

変 更 年 月 日 年   月   日

そ の 他 必 要 な 事 項  

※  受  付  欄 ※  経  過  欄 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。  

   ２ ※印の欄は、記入しないこと。  

（法人の場合は、名称及び代表者氏名）



附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一

年
六
月
一
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
施
行
前
の
準
備
）

第
二
条

施
行
日
前
に
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
講
習
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
規
則
（
次
条
に
お

い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
講
習
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定

め
る
も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
講
習
と
み
な
す
。

第
三
条

新
規
則
第
四
条
の
二
の
十
二
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
の
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
法
人
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
四
条
の
二
の
十
二

、
第
五
十
一
条
の
四
又
は
第
五
十
一
条
の
十
三
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て



、
新
規
則
第
四
条
の
二
の
十
二
、
第
五
十
一
条
の
四
又
は
第
五
十
一
条
の
十
三
の
規
定
の
例
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
は

、
施
行
日
に
お
い
て
、
新
規
則
第
四
条
の
二
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
規
則
第
一
条
の
四
第
二
項

か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
、
新
規
則
第
五
十
一
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
規
則
第
一
条
の
四
第
二

項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
又
は
新
規
則
第
五
十
一
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
新
規
則
第
一
条
の

四
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

３

新
規
則
第
四
条
の
二
の
十
二
、
第
五
十
一
条
の
四
又
は
第
五
十
一
条
の
十
三
の
規
定
の
例
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
法
人
は

、
新
規
則
第
四
条
の
二
の
十
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
、
第
五
十
一
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び

第
七
項
又
は
第
五
十
一
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
条
の
四
第
十
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
講
習

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
二
若
し
く
は
別
記
様
式
第
十

三
号
の
例
に
よ
る
修
了
証
又
は
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
習
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
修
了
証
又
は

書
類
は
、
施
行
日
に
お
い
て
、
新
規
則
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
二
若
し
く
は
別
記
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
修
了

証
又
は
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
免
状
と
み
な
す
。
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消
防
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
新
旧
対
照
表

○

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法(

第
一
条)

第
一
章

措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法(

第
一
条)

第
一
章
の
二

防
火
管
理
者
等(
第
一
条
の
二
―
第
四
条
の
六)

第
一
章
の
二

防
火
管
理
者
等(

第
一
条
の
二
―
第
四
条
の
六)

第
二
章

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等

第
二
章

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等

第
一
節
・
第
二
節

（
略
）

第
一
節
・
第
二
節

（
略
）

第
二
章
の
二

消
防
設
備
士(

第
三
十
三
条
の
二
―
第
三
十
三
条
の
十
八)

第
二
章
の
二

消
防
設
備
士(

第
三
十
三
条
の
二
―
第
三
十
三
条
の
十
八)

第
三
章

消
防
信
号(

第
三
十
四
条)

第
三
章

消
防
信
号(

第
三
十
四
条)

第
三
章
の
二

指
定
消
防
水
利(

第
三
十
四
条
の
二)

第
三
章
の
二

指
定
消
防
水
利(

第
三
十
四
条
の
二)

第
四
章

特
殊
消
防
用
設
備
等
の
性
能
評
価
等(

第
三
十
四
条
の
二
の
二
―

第
四
章

特
殊
消
防
用
設
備
等
の
性
能
評
価
等(

第
三
十
四
条
の
二
の
二
―

第
三
十
四
条
の
二
の
三)

第
三
十
四
条
の
二
の
三)

第
四
章
の
二

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
検
定
等(

第
三
十
四
条

第
四
章
の
二

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
検
定
等(

第
三
十
四
条

の
三
―
第
四
十
四
条
の
三)

の
三
―
第
四
十
四
条
の
三)

第
四
章
の
三

登
録
検
定
機
関(

第
四
十
四
条
の
四
―
第
四
十
四
条
の
十
二)

第
四
章
の
三

登
録
検
定
機
関(

第
四
十
四
条
の
四
―
第
四
十
四
条
の
十
二)

第
五
章

応
急
消
火
義
務
者
等(

第
四
十
五
条
―
第
四
十
九
条)
第
五
章

応
急
消
火
義
務
者
等(

第
四
十
五
条
―
第
四
十
九
条)

第
六
章

救
急
隊
の
編
成
の
基
準(

第
五
十
条
―
第
五
十
一
条
の
二)

第
六
章

救
急
隊
の
編
成
の
基
準(

第
五
十
条
―
第
五
十
一
条
の
二)

第
七
章

雑
則(

第
五
十
一
の
三
―
第
五
十
二
条)

第
七
章

雑
則(

第
五
十
二
条

)

附
則

附
則
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（
措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法
）

（
措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法
）

第
一
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い

第
一
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
三
項
（
法
第
五
条
の
二
第
二
項
、
法
第
五
条
の
三
第
五
項

う
。
）
第
五
条
第
三
項
（
法
第
五
条
の
二
第
二
項
、
法
第
五
条
の
三
第
五
項

、
法
第
八
条
第
五
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

、
法
第
八
条
第
五
項

含
む
。
）
、
法
第
八
条
の
二
第
四
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準

、
法
第
八
条
の
二
第
四
項

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
八
条
の
二
の
五
第
四
項
又
は
法
第
十
七
条

又
は
法
第
十
七
条

の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
総
務
省

の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
総
務
省

令
で
定
め
る
方
法
は
、
公
報
へ
の
掲
載
そ
の
他
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
と

令
で
定
め
る
方
法
は
、
公
報
へ
の
掲
載
そ
の
他
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
と

す
る
。

す
る
。

（
防
火
管
理
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）

（
登
録
講
習
機
関

）

第
一
条
の
四

（
略
）

第
一
条
の
四

（
略
）

１
～

（
略
）

１
～

（
略
）

22

22

（
防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
）

（
防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

鉱
山
保
安
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
管
理
者
と
し
て

三

鉱
山
保
安
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る

保
安
管
理
者
と
し
て

選
任
さ
れ
た
者
（
同
項
後
段
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定

選
任
さ
れ
た
者

に
よ
り
保
安
統
括
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
）

四
～
八

（
略
）

四
～
八

（
略
）
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第
二
条
の
三

（
略
）

第
二
条
の
三

（
略
）

２

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及

２

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及

び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時
間
は
お
お
む

び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時
間
は
お
お
む

ね
十
二
時
間
と
す
る
。

ね
十
二
時
間
と
す
る
。

一

防
火
管
理
の
重
要
性
に
関
す
る
こ
と
。

一

防
火
管
理
の
重
要
性
に
関
す
る
こ
と
。

二

火
気
の
使
用
又
は
取
扱
い
に
関
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

二

火
気
の
使
用
又
は
取
扱
い
に
関
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

三

消
防
用
設
備
等
の
点
検
及
び
整
備
並
び
に
避
難
又
は
防
火
上
必
要
な
構

三

消
防
用
設
備
等
の
点
検
及
び
整
備
並
び
に
避
難
又
は
防
火
上
必
要
な
構

造
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

造
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

四

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
に
関

四

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

に
関

す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

五

防
火
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

五

防
火
上

必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

六

消
防
計
画
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

六

消
防
計
画
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

七

防
火
管
理
者
の
責
務
に
関
す
る
こ
と
。

七

防
火
管
理
者
の
責
務
に
関
す
る
こ
と
。

八

共
同
防
火
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

八

共
同
防
火
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

（
消
防
計
画

）

第
三
条

防
火
管
理
者
は
、
令
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
火
対
象
物

第
三
条

防
火
管
理
者
は
、
令
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
火
対
象
物

の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の
使
用
状
況
に
応
じ
、
次
の
各

の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の
使
用
状
況
に
応
じ
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

、
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受
け
て

、
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受
け
て
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防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
届
出
書

消
防
計
画

を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
届
出
書

に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
（
消
防
本
部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お
い
て

に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
（
消
防
本
部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お
い
て

は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

な
い
。
消
防
計
画

を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
及
び
同
項
第
二

一

令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
及
び
同
項
第
二

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
仮
使
用
の
承
認
を
受
け
た
も
の
又
は
そ
の
部

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
仮
使
用
の
承
認
を
受
け
た
も
の
又
は
そ
の
部

分
に
限
る
。
）

分
に
限
る
。
）

イ

自
衛
消
防
の
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

イ

自
衛
消
防
の
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

防
火
対
象
物
に
つ
い
て
の
火
災
予
防
上
の
自
主
検
査
に
関
す
る
こ
と

ロ

防
火
対
象
物
に
つ
い
て
の
火
災
予
防
上
の
自
主
検
査
に
関
す
る
こ
と

。

。

ハ

消
防
用
設
備
等
又
は
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
殊
消
防
用

ハ

消
防
用
設
備
等
又
は
法
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
殊
消
防
用

設
備
等
（
以
下
「
特
殊
消
防
用
設
備
等
」
と
い
う
。
）
の
点
検
及
び
整

設
備
等
（
以
下
「
特
殊
消
防
用
設
備
等
」
と
い
う
。
）
の
点
検
及
び
整

備
に
関
す
る
こ
と
。

備
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

避
難
通
路
、
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
そ
の
他
の
避
難
施
設

ニ

避
難
通
路
、
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
そ
の
他
の
避
難
施
設

の
維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

の
維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

防
火
壁
、
内
装
そ
の
他
の
防
火
上
の
構
造
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ

ホ

防
火
壁
、
内
装
そ
の
他
の
防
火
上
の
構
造
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ

と
。

と
。

ヘ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
に
関
す
る
こ
と
。

ト

防
火
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

ト

防
火
上

必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

チ

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
管
理
の
た
め
に
必
要
な

チ

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

リ

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動

リ

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
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、
通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

、
通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

ヌ

防
火
管
理
に
つ
い
て
の
消
防
機
関
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

ヌ

防
火
管
理
に
つ
い
て
の
消
防
機
関
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

ル

増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象

ル

増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象

物
に
お
け
る
防
火
管
理
者
又
は
そ
の
補
助
者
の
立
会
い
そ
の
他
火
気
の

物
に
お
け
る
防
火
管
理
者
又
は
そ
の
補
助
者
の
立
会
い
そ
の
他
火
気
の

使
用
又
は
取
扱
い
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

使
用
又
は
取
扱
い
の
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

ヲ

イ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防

ヲ

イ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防

火
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

火
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

二

（
略
）

二

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
防
火
対
象
物
で
防
災
セ
ン
タ
ー

10
（
総
合
操
作
盤
（
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
監
視
、
操
作

等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す
る
設
備
を
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
設
備
に
よ
り
、
当
該
防
火
対
象
物
の
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防

用
設
備
等
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
防
災
の
た
め
の
設
備
を
管
理
す
る
場
所

を
い
う
。
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
係
る
防
火
管
理
者
が
第
一
項
の
消

防
計
画
に
定
め
る
同
項
第
一
号
ト
に
掲
げ
る
防
火
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る

事
項
の
う
ち
、
当
該
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
当
該
防
火
対
象
物
の
消
防
用

設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
防
災
の
た
め
の

設
備
の
監
視
、
操
作
等
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
消
防

庁
長
官
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
略
）

（
略
）

10

11

（
略
）

（
略
）

11

12
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（
共
同
防
火
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

（
共
同
防
火
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

第
四
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

第
四
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
に
よ
り
組
織
す
る
共

一

防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
に
よ
り
組
織
す
る
共

同
防
火
管
理
協
議
会
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

同
防
火
管
理
協
議
会
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
（
防
火
対
象
物
の
所
有
者
そ

二

前
号
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
（
防
火
対
象
物
の
所
有
者
そ

の
他
の
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
う
ち
主

の
他
の
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
う
ち
主

要
な
者
で
、
共
同
防
火
管
理
協
議
会
を
代
表
す
る
も
の
を
い
う
。
第
四
条

要
な
者
で
、
共
同
防
火
管
理
協
議
会
を
代
表
す
る
も
の
を
い
う
。
第
四
条

の
二
の
七
第
三
項
第
二
号
、
第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
、
第
五
十

の
二
の
七
第
三
項
第
二
号
及
び
第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号

一
条
の
十
八
第
三
項
第
二
号
及
び
第
五
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
二
号
に

に

お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三

統
括
防
火
管
理
者
（
当
該
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
と
な
る
べ
き
資

三

統
括
防
火
管
理
者
（
当
該
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
と
な
る
べ
き
資

格
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
に
わ
た
る
防
火
管
理
上

格
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
に
わ
た
る
防
火
管
理
上

必
要
な
業
務
を
統
括
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
選
任
及
び
当
該

必
要
な
業
務
を
統
括
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
選
任
及
び
当
該

統
括
防
火
管
理
者
に
付
与
す
べ
き
防
火
管
理
上
必
要
な
権
限
に
関
す
る
こ

統
括
防
火
管
理
者
に
付
与
す
べ
き
防
火
管
理
上
必
要
な
権
限
に
関
す
る
こ

と
。

と
。

四

防
火
対
象
物
全
体
に
わ
た
る
消
防
計
画
の
作
成
並
び
に
そ
の
計
画
に
基

四

防
火
対
象
物
全
体
に
わ
た
る
消
防
計
画
の
作
成
並
び
に
そ
の
計
画
に
基

づ
く
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
の

づ
く
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

の

実
施
に
関
す
る
こ
と
。

実
施
に
関
す
る
こ
と
。

五

避
難
通
路
、
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
そ
の
他
の
避
難
施
設
の

五

避
難
通
路
、
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
そ
の
他
の
避
難
施
設
の

維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。
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六

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
、

六

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
、

通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

七

火
災
の
際
の
消
防
隊
に
対
す
る
当
該
防
火
対
象
物
の
構
造
そ
の
他
必
要

七

火
災
の
際
の
消
防
隊
に
対
す
る
当
該
防
火
対
象
物
の
構
造
そ
の
他
必
要

な
情
報
の
提
供
及
び
消
防
隊
の
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

な
情
報
の
提
供
及
び
消
防
隊
の
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
共
同
防
火
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
共
同
防
火
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
報
告
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
報
告
）

第
四
条
の
二
の
四

（
略
）

第
四
条
の
二
の
四

（
略
）

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有

す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
火
管
理
維
持
台

す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
火
管
理
維
持
台

帳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る

帳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
の
三
第
五
項
の
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
修
了
証
の
写
し

一

第
二
条
の
三
第
五
項
の
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
修
了
証
の
写
し

一
の
二

第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
並
び
に
法
第
八
条
の
二
第
二

一
の
二

第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
法
第
八
条
の
二
第
二
項

項
及
び
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

二

次
項
の
報
告
書
の
写
し

二

次
項
の
報
告
書
の
写
し

三

第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
の
申
請
書
の
写
し

三

第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
の
申
請
書
の
写
し

四

第
四
条
の
二
の
八
第
五
項
又
は
第
六
項
の
通
知

四

第
四
条
の
二
の
八
第
五
項
又
は
第
六
項
の
通
知

五

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

五

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

六

第
三
十
一
条
の
三
第
四
項
の
検
査
済
証

六

第
三
十
一
条
の
三
第
四
項
の
検
査
済
証

七

第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
報
告
書
の
写
し

七

第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
報
告
書
の
写
し
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八

防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
次
の
イ
か
ら
リ
ま

八

消
防
計
画

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
次
の
イ
か
ら
リ
ま

で
に
掲
げ
る
状
況
を
記
載
し
た
書
類

で
に
掲
げ
る
状
況
を
記
載
し
た
書
類

イ

防
火
対
象
物
に
つ
い
て
の
火
災
予
防
上
の
自
主
検
査
の
状
況

イ

防
火
対
象
物
に
つ
い
て
の
火
災
予
防
上
の
自
主
検
査
の
状
況

ロ

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
点
検
及
び
整
備
の
状
況

ロ

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
点
検
及
び
整
備
の
状
況

ハ

避
難
施
設
の
維
持
管
理
の
状
況

ハ

避
難
施
設
の
維
持
管
理
の
状
況

ニ

防
火
上
の
構
造
の
維
持
管
理
の
状
況

ニ

防
火
上
の
構
造
の
維
持
管
理
の
状
況

ホ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
の
状
況

ホ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
の
状
況

ヘ

防
火
管
理
上
必
要
な
教
育
の
状
況

ヘ

防
火
上

必
要
な
教
育
の
状
況

ト

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
の

ト

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

の

状
況

状
況

チ

増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象

チ

増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象

物
に
お
け
る
防
火
管
理
者
又
は
そ
の
補
助
者
の
立
会
い
そ
の
他
火
気
の

物
に
お
け
る
防
火
管
理
者
又
は
そ
の
補
助
者
の
立
会
い
そ
の
他
火
気
の

使
用
又
は
取
扱
い
の
監
督
の
状
況

使
用
又
は
取
扱
い
の
監
督
の
状
況

リ

大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
教
育
及
び
広
報
の
状
況
（

リ

大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
教
育
及
び
広
報
の
状
況
（

強
化
地
域
に
所
在
す
る
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防

強
化
地
域
に
所
在
す
る
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防

火
対
象
物
の
う
ち
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第

火
対
象
物
の
う
ち
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第

一
号
、
第
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
三
号
に
規
定
す

一
号
、
第
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
三
号
に
規
定
す

る
施
設
（
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

る
施
設
（
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

九

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
整
備
等
の
経
過
一

九

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
整
備
等
の
経
過
一

覧
表

覧
表

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
火
管
理
上
必
要
な
書
類

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
火
管
理
上
必
要
な
書
類
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３

（
略
）

３

（
略
）

４

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
（

４

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
（
次

以
下
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

条
第
二
項
に
お
い
て
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
講
習
で
あ
つ
て
、
法
人
で
総
務

知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
講
習
で
あ
つ
て
、
法
人
で
総
務

大
臣
が
登
録
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
登
録
講
習
機

大
臣
が
登
録
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
登
録
講
習
機

関
」
と
い
う
。
）
の
行
う
も
の
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が

関
」
と
い
う
。
）
の
行
う
も
の
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が

発
行
す
る
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た

発
行
す
る
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た

こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
免
状
」
と
い
う

こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
免
状
」
と
い
う

。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

一
～
十
三

（
略
）

一
～
十
三

（
略
）

５

（
略
）

５

（
略
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）

（
登
録
講
習
機
関

）

第
四
条
の
二
の
五

（
略
）

第
四
条
の
二
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
）

第
四
条
の
二
の
六

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準

第
四
条
の
二
の
六

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

一
の
二

令
第
四
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
法
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第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

防
火
管
理
に
係
る

消
防
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
庁
長
官
が

二

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
消
防
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
庁
長
官
が

定
め
る
事
項
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

定
め
る
事
項
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

六

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
、
液
化
石
油
ガ
ス
そ
の
他
の
火
災
予
防
又
は
消

六

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
、
液
化
石
油
ガ
ス
そ
の
他
の
火
災
予
防
又
は
消

火
活
動
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
質
で
危
険
物
の
規
制

火
活
動
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
質
で
危
険
物
の
規
制

に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
第
一
条
の
十
第
一

に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
第
一
条
の
十
第
一

項
に
規
定
す
る
も
の
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
つ
て
い
る
場
合
（
法
第
九

項
に
規
定
す
る
も
の
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
つ
て
い
る
場
合
（
法
第
九

条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
そ
の
旨

条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
そ
の
旨

の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
～
九

（
略
）

七
～
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
表
示
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
表
示
）

第
四
条
の
二
の
七

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の

第
四
条
の
二
の
七

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の

防
火
対
象
物
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す

防
火
対
象
物
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
従
つ
て
点
検
を
行
つ
て
い
る
こ
と

一

第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
従
つ
て
点
検
を
行
つ
て
い
る
こ
と

。

。

二

前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場

二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準

合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。



- 11 -

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
）

第
四
条
の
二
の
八

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め

第
四
条
の
二
の
八

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め

る
基
準
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
検
査
に
お

る
基
準
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
検
査
に
お

い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一

第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

一

第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

第
四
条
の
二
の
九

（
略
）

第
四
条
の
二
の
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
消
防
計
画
に
お
い
て
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
定
め
る
事
項
）

第
四
条
の
二
の
十

令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
管
理
者

は
、
令
第
四
条
の
二
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し

、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
火
管
理
に
係
る
消
防

計
画
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

火
災
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
消
火
活
動
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
在

館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災
の
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必

要
な
業
務
と
し
て
自
衛
消
防
組
織
が
行
う
業
務
に
係
る
活
動
要
領
に
関
す

る
こ
と
。
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二

自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

２

令
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
四
条
の
二
の
四
の
防

火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者
（
同
条
第
二

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物

（
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
に
限
る

。
）
が
共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
火
対

象
物
に
係
る
防
火
管
理
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
加
え
て
、
お
お
む
ね

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

自
衛
消
防
組
織
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三

自
衛
消
防
組
織
が
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

３

自
衛
消
防
組
織
に
そ
の
業
務
を
分
掌
す
る
内
部
組
織
を
編
成
す
る
場
合
は

、
当
該
内
部
組
織
の
業
務
の
内
容
及
び
活
動
の
範
囲
を
明
確
に
区
分
し
、
当

該
内
部
組
織
に
そ
の
業
務
の
実
施
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

当
該
内
部
組
織
を
統
括
す
る
者
を
置
く
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
に
関
す

る
事
項
の
う
ち
、
統
括
管
理
者
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
で
次
条
各
号
に
掲

げ
る
業
務
を
分
掌
す
る
も
の
を
統
括
す
る
者
に
対
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、



- 13 -

消
防
庁
長
官
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
の
員
数
等
）

第
四
条
の
二
の
十
一

自
衛
消
防
組
織
に
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
業
務
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
二
人
以
上
の
要
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。一

火
災
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
消
火
活
動
に
関
す
る
業
務

二

情
報
の
収
集
及
び
伝
達
並
び
に
消
防
用
設
備
等
そ
の
他
の
設
備
の
監
視

に
関
す
る
業
務

三

在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
に
関
す
る
業
務

四

在
館
者
の
救
出
及
び
救
護
に
関
す
る
業
務

（
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）

第
四
条
の
二
の
十
二

令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
総

務
大
臣
の
登
録
は
、
同
号
の
講
習
を
行
お
う
と
す
る
法
人
の
申
請
に
よ
り
行

う
。

２

第
一
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
申
請
に
つ
い
て

、
同
条
第
八
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
登
録
を
受
け
た
法

人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
中

「
令
第
四
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
条
の
二
の

四
」
と
、
同
号
ロ
中
「
火
災
予
防
」
と
あ
る
の
は
「
火
災
予
防
に
関
す
る
業

務
に
つ
い
て
二
年
以
上
の
実
務
経
験
及
び
防
災
管
理
」
と
、
同
項
第
三
号
ロ
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及
び
同
条
第
十
六
項
第
四
号
中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記

様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
二
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
条
の
三
に

定
め
る
講
習
に
係
る
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
の
二
の
十
四
に
定
め
る

講
習
に
係
る
基
準
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
統
括
管
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
）

第
四
条
の
二
の
十
三

令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
一
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ

た
者

二

市
町
村
の
消
防
団
員
で
、
三
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ

た
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
者

（
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
）

第
四
条
の
二
の
十
四

令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛

消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
は
、
初
め
て
受
け
る
者
に
対
し
て
行
う
講

習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
」
と
い
う
。
）
及

び
自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
後
に
講
習
修
了
者
に
対
し
て
消
防
庁
長
官
が
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
衛
消
防
業
務

再
講
習
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

２

自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
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の
修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時
間
は
お
お
む
ね
十
二

時
間
と
す
る
。

一

防
火
管
理
及
び
防
災
管
理
に
関
す
る
一
般
知
識
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
衛
消
防
組
織
並
び
に
そ
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
役
割
と
責
任
に

関
す
る
こ
と
。

三

防
災
設
備
等
に
関
す
る
知
識
と
そ
の
取
扱
い
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

四

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
災
害
時
に
お
け
る
対
応
に

係
る
総
合
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

３

自
衛
消
防
業
務
再
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の

修
得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時
間
は
お
お
む
ね
六
時
間

と
す
る
。

一

防
火
管
理
、
防
災
管
理
及
び
消
防
用
設
備
等
に
関
す
る
制
度
改
正
の
概

要
に
関
す
る
こ
と
。

二

災
害
事
例
の
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

三

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
災
害
時
に
お
け
る
対
応
に

係
る
総
合
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

４

都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は

令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
の
登
録
を
受

け
た
法
人
は
、
自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
又
は
自
衛
消
防
業
務
再
講
習
を
行

つ
た
場
合
に
は
、
当
該
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
、
別
記
様
式

第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
二
に
よ
る
修
了
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
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の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
の
細
目
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
。

（
自
衛
消
防
組
織
設
置
の
届
出
）

第
四
条
の
二
の
十
五

法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者

（
令
第
四
条
の
二
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自

衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
管
理
に
つ
い

て
権
原
を
有
す
る
者
）
の
氏
名
及
び
住
所

二

自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
所
在
地
、
名
称
、
用
途
、
延
べ
面

積
（
令
第
四
条
の
二
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、

延
べ
面
積
及
び
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部

分
の
床
面
積
の
合
計
）
及
び
階
数
（
地
階
を
除
く
。
）

三

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火

対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
当
該
権

原
の
範
囲

四

自
衛
消
防
組
織
の
内
部
組
織
の
編
成
及
び
自
衛
消
防
要
員
の
配
置

五

統
括
管
理
者
の
氏
名
及
び
住
所

六

自
衛
消
防
組
織
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
資
機
材

２

法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
の
届

出
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
三
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

前
項
の
届
出
書
に
は
、
統
括
管
理
者
の
資
格
を
証
す
る
書
面
を
添
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）

（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）

第
六
条

令
第
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
五
条
第
二
項
第

第
六
条

令
第
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
五
条
第
二
号

二
号
に
掲
げ
る
車
両
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
同

に
掲
げ
る
車
両
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
そ
の
部
分
に
は
、
令
別
表
第
二
に
お
い
て
建
築
物
そ
の
他
の
工

じ
。
）
又
は
そ
の
部
分
に
は
、
令
別
表
第
二
に
お
い
て
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
消
火
に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
消
火
器
具
（
大
型
消
火
器
及
び
住

作
物
の
消
火
に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
消
火
器
具
（
大
型
消
火
器
及
び
住

宅
用
消
火
器
を
除
く
。
以
下
大
型
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
八
条

宅
用
消
火
器
を
除
く
。
以
下
大
型
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
八
条

ま
で
に
、
住
宅
用
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て

ま
で
に
、
住
宅
用
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数
値
（
消
火
器
に
あ
つ
て
は
消
火
器
の
技

同
じ
。
）
を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数
値
（
消
火
器
に
あ
つ
て
は
消
火
器
の
技

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
第

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
第

三
条
又
は
第
四
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
能
力
単
位
の
数
値
、
水

三
条
又
は
第
四
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
能
力
単
位
の
数
値
、
水

バ
ケ
ツ
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
三
個
を
一
単
位
と
し
て

バ
ケ
ツ
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
三
個
を
一
単
位
と
し
て

算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
水
槽
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
つ
ト
ル
以

算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
水
槽
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
つ
ト
ル
以

上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
三
個
以
上
を
有
す
る
容
量
八
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も

上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
三
個
以
上
を
有
す
る
容
量
八
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も

の
一
個
を
一
・
五
単
位
又
は
容
量
八
リ
つ
ト
ル
以
上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
六

の
一
個
を
一
・
五
単
位
又
は
容
量
八
リ
つ
ト
ル
以
上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
六

個
以
上
を
有
す
る
容
量
百
九
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
個
を
二
・
五
単
位

個
以
上
を
有
す
る
容
量
百
九
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
個
を
二
・
五
単
位

と
し
て
算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
乾
燥
砂
に
あ
つ
て
は
ス
コ
つ
プ

と
し
て
算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
乾
燥
砂
に
あ
つ
て
は
ス
コ
つ
プ

を
有
す
る
五
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
〇
・
五
単
位
と
し
て
算
定
し

を
有
す
る
五
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
〇
・
五
単
位
と
し
て
算
定
し

た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
膨
張
ひ
る
石
又
は
膨
張
真
珠
岩
に
あ
つ
て
は
ス

た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
膨
張
ひ
る
石
又
は
膨
張
真
珠
岩
に
あ
つ
て
は
ス

コ
つ
プ
を
有
す
る
百
六
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
一
単
位
と
し
て
算

コ
つ
プ
を
有
す
る
百
六
十
リ
つ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
一
単
位
と
し
て
算
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定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
合
計
数
が
、
当

定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
合
計
数
が
、
当

該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
を
次
の
表
に
定
め

該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
を
次
の
表
に
定
め

る
面
積
で
除
し
て
得
た
数
（
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
舟
に
あ
つ
て

る
面
積
で
除
し
て
得
た
数
（
第
五
条
第
一
号

に
掲
げ
る
舟
に
あ
つ
て

は
、
一
）
以
上
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
一
）
以
上
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

（
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

第
十
二
条

屋
内
消
火
栓
設
備
（
令
第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で

第
十
二
条

屋
内
消
火
栓
設
備
（
令
第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で

に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に

に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、

お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

高
層
の
建
築
物
、
大
規
模
な
建
築
物
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
の
う
ち
、

八

高
層
の
建
築
物
、
大
規
模
な
建
築
物
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
の
う
ち
、

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
屋
内
消
火
栓
設
備
に

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
屋
内
消
火
栓
設
備
に

は
、
当
該
設
備
の
監
視
、
操
作
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
消
防
庁

は
、
当
該
設
備
の
監
視
、
操
作
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
消
防
庁

長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
総
合
操
作
盤
（
消
防
用
設
備
等
又
は
特

長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
総
合
操
作
盤

殊
消
防
用
設
備
等
の
監
視
、
操
作
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す

る
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

を
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
設
備
を
設
置
し
て
い
る
防
火
対
象
物
の
防
災
セ
ン
タ
ー
（
総

よ
り
、
当
該
設
備
を
設
置
し
て
い
る
防
火
対
象
物
の
防
災
セ
ン
タ
ー

合
操
作
盤
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
設
備
に
よ
り
、
防
火
対
象
物
の
消
防
用

設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
防
災
の
た
め

の
設
備
を
管
理
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
中
央
管
理
室
（
建

、
中
央
管
理
室
（
建
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築
基
準
法
施
行
令
第
二
十
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
中
央
管
理
室
を
い

築
基
準
法
施
行
令
第
二
十
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
中
央
管
理
室
を
い

う
。
）
、
守
衛
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
所
（
常
時
人
が
い
る
場
所

う
。
）
、
守
衛
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
所
（
常
時
人
が
い
る
場
所

に
限
る
。
以
下
「
防
災
セ
ン
タ
ー
等
」
と
い
う
。
）
に
設
け
る
こ
と
。

に
限
る
。
以
下
「
防
災
セ
ン
タ
ー
等
」
と
い
う
。
）
に
設
け
る
こ
と
。

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

九

（
略
）

九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
七
章

雑
則

第
七
章

雑
則

（
総
務
省
令
で
定
め
る
原
因
）

第
五
十
一
条
の
三

令
第
四
十
五
条
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
原
因
は
、

毒
性
物
質
（
化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（

平
成
七
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
性
物
質
を
い

う
。
）
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
の
毒
性
を
有
す
る
物
質
の
発
散
、
生
物
剤
（

細
菌
兵
器
（
生
物
兵
器
）
及
び
毒
素
兵
器
の
開
発
、
生
産
及
び
貯
蔵
の
禁
止

並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法

律
第
六
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
生
物
剤
を
い
う
。
）
若
し
く

は
毒
素
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
毒
素
を
い
う
。
）
の
発
散
、
放
射
性
物

質
若
し
く
は
放
射
線
の
異
常
な
水
準
の
放
出
又
は
こ
れ
ら
の
発
散
若
し
く
は

放
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
と
す
る
。

（
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）
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第
五
十
一
条
の
四

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣

の
登
録
は
、
講
習
を
行
お
う
と
す
る
法
人
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

第
一
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い

て
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
登
録
を
受
け
た

法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
一
号
イ

中
「
令
第
四
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
者
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作

物
の
防
災
管
理
者
」
と
、
同
号
ロ
中
「
火
災
予
防
」
と
あ
る
の
は
「
火
災
予

防
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
二
年
以
上
の
実
務
経
験
及
び
防
災
管
理
」
と
、

同
項
第
三
号
ロ
及
び
同
条
第
十
六
項
第
四
号
中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ

る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
三
号
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
条
の
三
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
七
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
）

第
五
十
一
条
の
五

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
防
災
管
理
者
と

し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

労
働
安
全
衛
生
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
安
全
管
理
者
と
し
て

選
任
さ
れ
た
者

二

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
危
険
物
保
安
監
督
者
と
し
て
選
任

さ
れ
た
者
で
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の

三

鉱
山
保
安
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
管
理
者
と
し
て
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選
任
さ
れ
た
者
（
同
項
後
段
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
保
安
統
括
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
）

四

国
若
し
く
は
都
道
府
県
の
消
防
の
事
務
に
従
事
す
る
職
員
で
、
一
年
以

上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ
た
者

五

警
察
官
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
警
察
職
員
で
、
三
年
以
上
管
理
的
又
は
監

督
的
な
職
に
あ
つ
た
者

六

建
築
主
事
又
は
一
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
者
で
、
一
年
以
上
の
防

火
管
理
の
実
務
経
験
及
び
一
年
以
上
の
防
災
管
理
の
実
務
経
験
を
有
す
る

も
の

七

市
町
村
の
消
防
団
員
で
、
三
年
以
上
管
理
的
又
は
監
督
的
な
職
に
あ
つ

た
者

八

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
者

（
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

お
け
る
防
災
管
理
者
の
資
格
）

第
五
十
一
条
の
六

令
第
四
十
七
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
管
理

対
象
物
は
、
第
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
管
理
的

又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
者
の
い
ず
れ
も
が
遠
隔
の
地
に
勤
務
し
て
い
る

こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
認
め
る
も
の
と
す
る
。

２

第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
第
四
十
七
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で

定
め
る
要
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
二
第
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二
項
中
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
「
防
火
対
象

物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
）

第
五
十
一
条
の
七

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防
災
管
理
に

関
す
る
講
習
は
、
初
め
て
受
け
る
者
に
対
し
て
行
う
講
習
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
防
災
管
理
新
規
講
習
」
と
い
う
。
）
及
び
防
災
管
理
新
規
講
習
後

に
防
災
管
理
者
に
対
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
講
習

（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
一
条
の
十
二
に
お
い
て
「
防
災
管
理
再
講
習
」

と
い
う
。
）
と
す
る
。

２

防
災
管
理
新
規
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の
修

得
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時
間
は
お
お
む
ね
五
時
間
と

す
る
。

一

防
災
管
理
の
重
要
性
に
関
す
る
こ
と
。

二

防
災
管
理
上
必
要
な
構
造
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

三

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

四

防
災
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

五

消
防
計
画
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

六

防
災
管
理
者
の
責
務
に
関
す
る
こ
と
。

七

共
同
防
災
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

３

第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
及
び
防
災
管
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理
新
規
講
習
を
併
せ
て
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
講
習
時
間
は
、
同
条
第
二

項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
お
む
ね
十
四
時
間
と
す
る
。

４

防
災
管
理
再
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時
間
は
お
お
む
ね
三
時
間
と
す

る
。

一

防
災
管
理
上
留
意
す
べ
き
こ
と
。

二

お
お
む
ね
過
去
五
年
間
に
お
け
る
防
災
管
理
に
関
す
る
法
令
の
改
正
の

概
要
に
関
す
る
こ
と
。

三

災
害
事
例
等
の
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

５

第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
及
び
防
災
管
理

再
講
習
を
併
せ
て
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
講
習
時
間
は
、
同
条
第
三
項
及

び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
お
む
ね
四
時
間
と
す
る
。

６

都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

法
人
は
、
防
災
管
理
新
規
講
習
又
は
防
災
管
理
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た

者
に
対
し
て
、
別
記
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
修
了
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

７

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
の
実
施
に
関

し
必
要
な
事
項
の
細
目
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
。

（
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

第
五
十
一
条
の
八

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
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、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の

使
用
状
況
等
に
応
じ
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受
け
て

防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
十
四
号
の
届
出
書
に

よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

防
災
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

自
衛
消
防
の
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

避
難
通
路
、
避
難
口
そ
の
他
の
避
難
施
設
の
維
持
管
理
及
び
そ
の
案

内
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

防
災
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ

と
。

ヘ

防
災
管
理
に
つ
い
て
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

ト

ホ
に
掲
げ
る
訓
練
の
結
果
を
踏
ま
え
た
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画

の
内
容
の
検
証
及
び
当
該
検
証
の
結
果
に
基
づ
く
当
該
消
防
計
画
の
見

直
し
に
関
す
る
こ
と
。

チ

イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

に
お
け
る
防
災
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

二

令
第
四
十
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
災
害
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
地

震
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
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る
事
項

イ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
及
び
建
築
物
そ
の

他
の
工
作
物
に
存
す
る
者
等
の
被
害
の
想
定
並
び
に
当
該
想
定
さ
れ
る

被
害
に
対
す
る
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の

た
め
の
自
主
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
設
備
及
び
資
機
材
の
点

検
並
び
に
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
家
具
、
じ
ゅ
う
器
そ
の
他
の
建
築
物
そ
の
他

の
工
作
物
に
備
え
付
け
ら
れ
た
物
品
の
落
下
、
転
倒
及
び
移
動
の
防
止

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
通
報
連
絡
、
避
難
誘
導
、
救
出
、
救
護
そ
の

他
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
応
急
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

へ

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

に
お
け
る
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
し
必
要
な
事
項

三

令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
す
る

事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
発
生
時
に
お
け
る
通
報
連
絡

及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
令

第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
し
必
要

な
事
項
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２

第
三
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計

画
の
作
成
又
は
変
更
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
二
項

中
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
「
勤
務
し
て
い
る

者
に
限
る
。
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
及
び
第
二
十
九
条
第
二
号

に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。
」
と
、
「

防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
業
務
（
法
第
十
七
条

の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
に
つ
い

て
の
点
検
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
業

務
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」

と
、
「
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
に
係
る
」
と
、
同
条
第
四
項

、
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は

「
令
第
四
十
六
条
」
と
、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
避
難
訓
練
を
年
一
回
以
上
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
三
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
防
災
管
理
者
が
前
項
の
避
難
訓
練
を
実
施

す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

（
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
九

第
四
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の

届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
中
「
別
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記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
記
様
式
第
十
五
号
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
消
防
計
画
に
お
い
て
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
定
め
る
事
項
）

第
五
十
一
条
の
十

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
準
用
す
る
令
第
四
条
の
二
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
消
防
組
織
の
業

務
に
関
し
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
災
管
理
に

係
る
消
防
計
画
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

関
係
機
関
へ
の
通
報
、
在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災

以
外
の
災
害
の
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
業
務
と
し
て
自
衛
消
防
組

織
が
行
う
業
務
に
係
る
活
動
要
領
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

三

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

２

令
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
四
条
の
二
の
四
の
防

火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者
（
同
条
第
二

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物

の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
が
共
同

し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
に
係
る

防
災
管
理
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
加
え
て
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

自
衛
消
防
組
織
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
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二

自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

三

自
衛
消
防
組
織
が
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

（
共
同
防
災
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

第
五
十
一
条
の
十
一

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会

」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と

、
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「

消
火
、
通
報
、
避
難
の
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
の
訓
練
」
と
、
同
項
第

五
号
中
「
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
口
」
と

、
同
項
第
六
号
中
「
火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四

十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
」
と
、
「
消
火
活
動
、
通
報
連
絡
」
と
あ
る
の
は
「

通
報
連
絡
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
火
災
の
際
の
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四

十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
」
と
、
同
項
第
八
号
中

「
共
同
防
火
管
理
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
」
と
、
同
条
第
二
項
、

第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六

条
第
一
項
」
と
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
中
「
第
三
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。
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（
防
災
管
理
点
検
及
び
報
告
）

第
五
十
一
条
の
十
二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の

管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
災
管
理
維
持
台

帳
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
五
十
一
条
の
七
第
六
項
の
防
災
管
理
再
講
習
の
修
了
証
の
写
し

二

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第

四
条
第
一
項
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の

二
第
二
項
及
び
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

三

次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
報
告
書
の
写
し

四

第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
八
第

二
項
の
申
請
書
の
写
し

五

第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
八
第

五
項
又
は
第
六
項
の
通
知

六

防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
次
の
イ
か
ら
チ
ま

で
に
掲
げ
る
状
況
を
記
載
し
た
書
類

イ

避
難
施
設
の
維
持
管
理
の
状
況

ロ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
の
状
況

ハ

防
災
管
理
上
必
要
な
教
育
の
状
況

ニ

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
の
状
況
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ホ

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の

た
め
の
自
主
検
査
の
状
況

ヘ

地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
設
備
及
び
資
機
材
の
点

検
並
び
に
整
備
の
状
況

ト

地
震
発
生
時
に
お
け
る
家
具
、
じ
ゅ
う
器
そ
の
他
の
建
築
物
そ
の
他

の
工
作
物
に
備
え
付
け
ら
れ
た
物
品
の
落
下
、
転
倒
及
び
移
動
の
防
止

の
た
め
の
措
置
の
実
施
の
状
況

チ

大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
教
育
及
び
広
報
の
状
況
（

強
化
地
域
に
所
在
す
る
令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の

工
作
物
の
う
ち
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
一

号
、
第
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る

施
設
（
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者

が
管
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
管
理
上
必
要
な
書
類

２

第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
点
検
資
格
者
（
以
下
「
防
災
管
理
点
検

資
格
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
防

災
管
理
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
講
習
で
あ
つ
て
、
法
人
で
総
務
大
臣
が
登
録
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
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条
に
お
い
て
「
登
録
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
の
行
う
も
の
の
課
程
を
修
了

し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す
る
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必

要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
第
六
号
に
お

い
て
「
免
状
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

一

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
者
で
、
三
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す

る
者

二

令
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習

の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
、
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
に
つ
い
て
五
年
以

上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
防
災
管
理
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
一
年
以

上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

四

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
五
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
（

前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

五

市
町
村
の
消
防
団
員
で
、
八
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

六

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
で
、
防
火
対
象
物
の
点
検
に
つ
い
て
三
年
以

上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

七

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
消
防

庁
長
官
が
認
め
る
者

４

防
災
管
理
点
検
資
格
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

、
そ
の
資
格
を
失
う
も
の
と
す
る
。

一

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
つ
た
と
き
。
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二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

こ

三

法
に
違
反
し
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

四

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
防
災
管
理
上
必
要
な
事
項
等
の
点
検
を
適

正
に
行
つ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

五

資
格
、
実
務
の
経
験
等
を
偽
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

六

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
期
間
ご
と
に
登
録
講
習
機
関
の
講
習
を
修
了
し

、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す
る
免
状
の
交
付
を
受
け
な
か
つ
た
と
き

。
（
防
災
管
理
点
検
に
関
す
る
講
習
に
係
る
登
録
講
習
機
関
）

第
五
十
一
条
の
十
三

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
登
録
は
、
同

項
の
講
習
を
行
お
う
と
す
る
法
人
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

第
一
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
申
請
に
つ
い
て

、
同
条
第
八
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
登
録
を
受
け
た
法

人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
中

「
令
第
四
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理

者
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

の
防
災
管
理
者
」
と
、
同
号
ロ
中
「
火
災
予
防
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理

」
と
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
修
了
証
の
交
付
の
方

法
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
（
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
免
状

を
い
う
。
第
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
及
び
回
収
の
方
法
」
と
、

同
条
第
十
項
中
「
第
二
条
の
三
に
定
め
る
講
習
に
係
る
基
準
」
と
あ
る
の
は
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「
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
講
習
に
係
る
基
準
」
と
、
同
条
第
十
二
項
第
八
号

中
「
そ
の
他
講
習
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
防

災
管
理
点
検
資
格
者
が
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
必
要
な
措
置

を
行
う
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
講
習
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必

要
な
事
項
」
と
、
同
条
第
十
六
項
中
「
講
習
を
行
つ
た
日
か
ら
こ
れ
を
六
年

間
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
を
交
付
し
た
日
か
ら
こ
れ
を
六
年
間
」
と
、
同
項

第
四
号
中
「
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
修
了
証
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
」
と

、
同
項
第
五
号
中
「
修
了
証
」
と
あ
る
の
は
「
免
状
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
の
点
検
基
準
）

第
五
十
一
条
の
十
四

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
の
届
出
及
び
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準

用
す
る
第
四
条
第
一
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
に
あ
つ
て
は
、
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ

る
部
分
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
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四

令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
で
そ
の
管
理
に

つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め

る
事
項
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

法
第
八
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
避
難
上
必
要
な
施
設
及
び
防
火
戸
に

つ
い
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
五

第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
法
第

三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示

に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七
第
三
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
第

一
号
中
「
第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
十
二

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
」
と
、
同
項
第
二
号

中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
十
四
」
と
、
同
条
第
二

項
中
「
別
表
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
五
」
と
、
同
条
第
三
項
第
二
号

中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会
」
と

、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理

点
検
資
格
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
の
特
例
）

第
五
十
一
条
の
十
六

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
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の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
第
三
十
六
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
消
防

長
又
は
消
防
署
長
の
検
査
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
基

準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２

第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
、
第
四

条
の
二
の
八
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
、
第
四
条
の
二
の
八
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
八
第
七
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
中
「
別
記

様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
六
号
」
と
、

同
条
第
七
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
記

様
式
第
十
七
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
七

第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
表
示
に
つ
い
て
、

第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
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用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
中
「
別
表
第
一

の
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
六
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
共
同
防

火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
防
火
対
象
物
点
検
及
び
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
八

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の
建

築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物

で
あ
る
も
の
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

一

第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
従
つ
て
点
検
を
行
つ
て
い
る
こ
と

。
二

第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
四
第

一
項
の
規
定
に
従
つ
て
点
検
を
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三

第
四
条
の
二
の
六
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

四

第
五
十
一
条
の
十
四
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

２

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
表
示
は
、
別
表
第
七
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行

う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
る
も
の

と
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
を
行
つ
た
日
又
は
法
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第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
点
検
を
行
つ
た
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

後
の
年
月
日

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一

項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て

い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の

代
表
者
の
氏
名
）

三

点
検
を
行
つ
た
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
及
び
防
災
管
理
点
検
資
格
者

の
氏
名
そ
の
他
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
認
定
及
び
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示

）
第
五
十
一
条
の
十
九

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
表
示
は
、
別
表
第
八
に
定
め

る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
見
や
す
い
箇

所
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

法
第
八
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
（
括
弧
書
を
除
く
。
）
の
規
定
に

よ
り
認
定
の
効
力
が
失
わ
れ
る
日
又
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
（
括
弧
書
を
除
く
。
）
の

規
定
に
よ
り
認
定
の
効
力
が
失
わ
れ
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日



- 38 -

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一

項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て

い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の

代
表
者
の
氏
名
）

三

認
定
を
行
つ
た
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
属
す
る
消
防
本
部
又
は
消
防

署
の
名
称

第
五
十
二
条

（
略
）

第
五
十
二
条

（
略
）

別
表
第
四
（
第
四
十
四
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
四
十
四
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
五
（
第
五
十
一
条
の
十
五
関
係
）

（
略
）

別
表
第
六
（
第
五
十
一
条
の
十
七
関
係
）

（
略
）

別
表
第
七
（
第
五
十
一
条
の
十
八
関
係
）

（
略
）
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別
表
第
八
（
第
五
十
一
条
の
十
九
関
係
）

（
略
）

別
記

様
式

第
１

号
（第

２
条

の
３

関
係

）

別
記

様
式

第
１

号

（第
２

条
の

３
関

係

）

（略

）

（略

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
の

３

（第
3
1
条

の
３

関
係

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
の

３

（第
3
1
条

の
３

関
係

）

（略

）

（略

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
の

３
の

２

（第
４

条
の

２
の

1
4
関

係

）

（略

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
の

３
の

３

（第
４

条
の

２
の

1
5
関

係

）

（略

）

別
記

様
式

第
1
2
号

（第
4
4
条

の
３

関
係

）

別
記

様
式

第
1
2
号

（第
4
4
条

の
３

関
係

）

（略

）

（略

）

別
記

様
式

第
1
3
号

（第
5
1
条

の
７

関
係

）

（略

）

別
記

様
式

第
1
4
号

（第
5
1
条

の
８

関
係

）



- 40 -

（略

）

別
記

様
式

第
1
5
号

（第
5
1
条

の
９

関
係

）

（略

）

別
記

様
式

第
1
6
号

（第
5
1
条

の
1
6
関

係

）

（略

）

別
記

様
式

第
1
7
号

（第
5
1
条

の
1
7
関

係
）

（略

）


	Taro-02 政省令通知文
	Taro-03 施行日政令制定文
	Taro-04 消防法施行令改め文
	Taro-05 消防法施行令新旧
	06 施行規則改め文
	07 施行規則新旧



